
全
-
け
久
局
、
。
ル

六
世
紀
イ
ン
ド
海
上
貿
易
の
構
造

1
1
1
主
要
貿
易
品
の
分
析
を
中
心
と
し
て
|
|

第
一
章

は

じ

め

に

一
六
世
紀
初
頭
の
イ
ン
ド
海
上
貿
易
の
構
造

一、

綿
布
の
輸
出

二
、
胡
淑
の
輸
出

三
、
米
の
輪
出

四
、
馬
の
輸
入

五
、
マ
ラ
ッ
ヵ
、
ア
デ
ン
と
の
貿
易
量

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
進
出
後
の
イ
ン
ド
海
上
貿
易
の
構
造

一
、
胡
淑
の
輪
出

二、

銀
の
輸
入

三
、
馬
の
輸
入

四、

綿
布
の
輸
出

五
、
米
の
輸
出

第
二
章

173 

第
三
十
五
巻

第
二
競

長

昭
和
五
十
一
年
九
月

島

護
行

ヲム

- 1ー
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六
、
総
貿
易
量

お

わ

り

に

lま

じ

め

lζ 

一
六
世
紀
の
イ
ン
ド
洋
を
め
ぐ
る
情
勢
の
特
徴
と
し
て
、
ま
ず
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
勢
力
の
準
出
が
あ
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
第
二
に
、

そ
れ
と

の
閲
連
の
有
無
は
今
は
問
わ
ず
に
お
く
と
し
て
、

ム
ガ
ル
帝
園
の
成
立
と
北
イ
ン
ド
統
一
、
南
イ
ン
ド
の
ヴ
ィ
ジ
ャ
ヤ
ナ
ガ
ル
王
園
の
極
盛
と

衰
退
、

さ
ら
に
西
ア
ジ
ア
方
面
に
お
け
る
サ
フ
ァ
ヴ
ィ

l
朝
ベ
ル
シ
ア

(
マ
ム
ル
l

F
朝
エ
ジ
プ
ト
の
征
服
、
ベ
ル
シ
ア
鴻
と
紅
海
か
ら
ア
ラ
ビ
ア
宇
島
を
経
由
し
て
西
方
に
至
る
商
貿
易
路
の
支
配
)
も
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
一
五

O
一1

一
主
三
ハ
)
の
成
立
、

オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
帝
園
の
極
盛

ζ

の
よ
う
な
情
勢
の
展
開
が
そ
れ
ぞ
れ
単
濁
で
、
ま
に
相
互
に
か
み
あ
わ
さ
れ
て
嘗
時
の
イ
ン
ド
洋
を
め
ん
¥
る
海
上
貿
易
の
構
造
に

い
か
な
る
影
響
を
興
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
従
来
、

一
六
世
紀
の
イ
ン
ド
と
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
直
接
貿
易
に
関
す
る
研
究
に
進
展
が
み
ら
れ

ア
ジ
ア
諸
園
の
盛
衰
が
イ
ン
ド
洋
貿
易
に
興
え
た
影
響
に
閲
し
て
の
具
睦
的
な
研
究
は
少
な
い
と
い
え
よ
う
。

3
て、

- 2 一

る
も
の
の
、

貿
易
の
設
展
が
、

そ
し
て
よ
り
重
要
な
課
題
は
、
海
上
貿
易
と
い
う
形
態
で
の
遠
隔
地

イ
γ
ド
諸
園
家
の
生
成
、
設
展
、
さ
ら
に
は
イ
ン
ド
の
経
済
構
造
の
護
展
自
世
に
ど
う
い
う
影
響
ぞ
興
え
に
の
か
を
追
求
す

る
黙
に
あ
る
。
特
に
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
勢
力
の
準
出
を
見
に

一
七
世
紀
に
お
け
る
イ
ン
ド
の
商
品
経
済
の
護
展
と
そ
の
性
格
に
闘
し
て

の
研
究
が
進
展
し
つ
つ
あ
る
今
日
、
そ
れ
に
先
行
し
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
勢
力
の
準
出
を
み
た
一
六
世
紀
の
イ
ン
ド
に
お
け
る
商
品
経
済
の
護
展
度

に
闘
す
る
研
究
も
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
考
え
る
。

一
六
世
紀
の
イ
ン
ド
の
海
上
貿
易
の
瑳
展
を
考
察
す
る
際
の
第
二
の
、

筆
者
は
以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
持
つ
も
の
で
あ
る
が
、

本
稿
で
は

そ
れ
ら
、

特
に
後
者
に
つ
い
て
考
察
す
る
際
の
前
提
作
業
と
し

て

一
六
世
紀
イ
ン
ド
の
海
上
貿
易
の
規
模
の
問
題
、

な
か
で
も
主
要
貿
易
品
の
貿
易
量
に
つ
い
て
中
心
的
に
検
討
す
る
。
第

一
章
で
は

一
六

世
紀
初
頭
(
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
進
出
の
影
響
が
大
き
く
あ
ら
わ
れ
る
直
前
〉
の
賦
態
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

そ
と
で
は
、

一
五
世
紀
な
い
し
そ
れ
以
前
の



貿
易
と
の
連
績
性
の
面
が
強
く
現
れ
る
で
あ
ろ
う
。
第
二
章
で
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
進
出
後
の
そ
れ
ら
の
貿
易
品
の
貿
易
量
や
形
態
に
お
け
る

嬰
化
の
有
無
巻
調
べ
て
み
た
い
。
な
お
、
本
稿
で
は
第
一
の
課
題
の
う
ち
西
ア
ジ
ア
諸
園
の
情
勢
が
嘗
時
の
貿
易
に
輿
え
た
影
響
に
つ
い
て
は

示
唆
程
度
に
し
か
鯛
れ
る
乙
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
は
じ
め
に
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

ま
に
、
必
要
に
醸
じ
て
沿
岸
貿
易
に
つ
い
て
も
燭
れ
る
と
と
に
す
る
。

第
一
章

一
六
世
紀
初
頭
の
イ
ン
ド
海
上
貿
易
の
構
造

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
イ
ン
ド
洋
へ
進
出
し
て
き
た
嘗
時
、
イ
ン
ド

E
大
陸
は
政
治
的
に
極
度
の
分
裂
献
態
に
あ
り
、
周
知
の
逼
り
ポ
ル
ト
ガ
ル

人
は
と
の
貼
を
最
大
限
に
利
用
し
て
自
ら
の
地
歩
を
築
い
て
い
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
分
裂
朕
態
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
嘗
時
の
イ

γ
ド
の

海
上
貿
易
の
盛
ん
な
さ
ま
に
は
彼
ら
を
睦
目
さ
せ
る
も
の
が
あ
っ
た
。

ア
フ
リ
カ
、
西
ア
ジ
ア
、

イ
ン
ド
、
東
南
ア
ジ
ア
相
互
間
の
物
資
の
交
流
と
い
う
イ
ン
ド
洋
に
お
け
る
海
上
貿
易
活
動
に
お
い
て
、

イ
ン
ド

- 3ー

の
西
海
岸
は
そ
の
地
理
的
・
生
産
物
的
篠
件
の
故
に
東
南
ア
ジ
ア
と
西
ア
ジ
ア
の
貿
易
の
中
縫
市
場
と
し
て
の
役
割
巻
も
果
た
し
て
い
た
。

ア
ラ
ビ
ア
海
で
は
ア
ラ
ビ
ア
人
や
ベ
ル
シ
ア
人
、
ベ
ン
ガ
ル

イ
ン
ド
洋
の
海
上
貿
易
に
嘗
時
携
わ
っ
て
い
た
の
は
主
に
ム
ス
リ
ム
商
人
で
、

湾
で
は
イ
ン
ド
商
人
が
支
配
的
で
あ
っ
た
が
、

イ
γ
ド
の
グ
ジ
ャ
ラ
l
ト
地
方
や
コ
ロ
マ
ン
デ
ル
海
岸
の
ヒ
ン
ド
ゥ

l
数
徒
(
グ
ジ
ャ
ラ
l
ト
の

者ジ
:t;，ヤ

語そ
致 4tr
す荏
るも
こ含
とむ
~L '-ノ

よ商
り会
自活
領動

議主
祭脱
をす
はる
かこ
っし
ては
いで
Tこ(1) き

な

彼
ら
と
沿
岸
各
地
の
支
配
者
と
の
関
係
は
友
好
的
で
あ
り
、
後
者
は
前

嘗
時
は
今
日
よ
り
も
多
く
の
港
が
遠
隔
地
貿
易
に
携
わ
っ
て
い
た
が
、

そ
の
主
な
も
の
を
地
域
別
に
あ
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

シ
ン
ド
地
方

デ
I
ワ
ル
〈
巴
m
d
q

己
〉
。
グ
ジ
ャ
ラ
l
ト
地
方

'
キ
ャ
ン
ベ
イ
(
の
曲
目

Z
S、
デ
ィ
ウ

(
E
C
)
、

ゴ
ガ
(
の
口
m
F
3、

ラ
ン

J

ア
ル

(
同
州
削
回
仏
O

『〉、

ス
1
ラ
ト

(ω
口円白神〉

ハ
タ
ン

(
H
M

陣
内
窓
口

カ
l
テ
ィ
ア
l
ワ
1
ル
半
島
南
岸
〉
。

コ
ン
カ
ン
地
方

マ
ン
ガ
ロ

l
ル
(
云

E
阿
倍

-20〉、

チ
ャ
ウ
ル
(
の
r
m
C
H
)
、

ダ
ポ
ル

175 

(ロ与
ro-〉
。
ゴ
ア
お
よ
び
カ
ナ
ラ
地
方

ゴ
ア
、
パ
ト
カ
ル
(
∞
V
三
r
と
)

ハ
ス
ル
!
ル
(
切
曲
師
『
回
円
)
。

マ-フ
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v-

マ ルタ 〈ン¥ も量
71カットテナJン ) /l幻

ハ

l
ル
地
方

(の
曲
目
広
三
)、

カ
ナ
ノ

l
ル

(
の
曲
目
・

カ
リ
カ
ッ
ト

ロω
ロ0
3
)
、
ク
ラ
ン
ガ

ノ
l
ル
(
の
E
ロm
E
M
O
『O
)

、

ク
ィ
ロ
ン

(Oc--'

。ロ
)、

コ
ー
チ
ン

(。。
n
r
z
)0

コ
ロ
マ
ン
デ
ル
地
方

カ

1
ヤ
ル

16世紀初頭のインド洋主要港および閥連地名

(町内丘
、と
〉、
プ
リ
カ

v
ト
(同J
M
E
S
C
、
ネ
ガ
パ
タ
ン
(Z
o
m印
刷

X
W
E
B
-

オ
リ
ッ
サ
地
方

重
要
港
な

し
。

ベ
ン

ガ
ル
地
方

ガ
ウ
ル

(の
ω
ロ『
H

ベ
ン
ガ
ラ
図
。
ロ
岡
弘
同
)、

サ

l
ト
ガ
l
オ

γ
(
ω
笠
岡
山
O
口)、

チ
ッ
タ
ゴ
ン
(
の
『
一
同
門
同
問
。
ロ
問
〉
。

そ
の
う
ち
で
も
、
紅
海
の
入
口
の
ア
デ
ン

ベ
ル
シ
ア
湾
の
オ

ル
ム
ズ
、
東
南
ア
ジ
ア
の
マ
ラ
ッ
カ
と
と
も
に
重
要
で
あ
っ
た
の

は
、
キ
ャ
ン
ベ
イ
、
カ
リ
カ
ッ
ト
、
次
い
で
ゴ
ア
、

ト
、
ガ
ウ

ル
で
あ
っ
た

(第

一
、
第
二
闘
参
照
)
。

- 4 ー

プ
リ
カ
ッ

ζ

れ
ら
イ
ン
ド
各
地
方
の
貿
易
の
特
色
に
つ
い
て
は
行
論
の
過

程
で
燭
れ
て
い
く
乙
と
に
し
て
、
以
下
、

に
は
い
る
乙
と
に
す
る
。

主
要
職
出
入
品
の
分
析

第 1闇

職
出
品
で
は
ま
ず
、
周
知
の
よ
う
に
綿
布
、
次
い
で
胡
板
や
そ

の
他
若
干
の
香
料
類
、
藍
、
阿
片
そ
の
他
の
葵
類
、
そ
し
て
今
日

で
は
む
し
ろ
職
入
品
た
る
穀
物
類
、
特
に
米
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま

員
珠
、

た
J

ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
、

紅
玉
髄
等
の
重
要
性
も
見
逃
せ
な

L、。
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800km 

-

ガ
ウ
jレ

サートガーオン.

フーグリヱ'
ヒジリー

' 

キャンベイ

ランデル
スーラト

ダマン
.アフマドナガル

ノfッセイン
チャウル 喝

'ビーダJレ
マンダバ .コールコ ンダ

ダボル ー
カラパタン わ拘 置ピ ンャ一アール

ピ ンタゥイジャヤナガル 島スリパタン
コァ. . 

ミルジ4打、オノーJr
バトカル ノfスルール

パカノールもマ ンガロール

コンフラ司
カナノール
カリカット

クランカ内ノール

.デリー

-主要港

他
方
、
職
入
品
で
は
、
貨
幣
材
料
と
し
て

の
金
銀
、
軍
事
用
品
旅
樺
威
の
象
徴
用
と
し
て

16世紀初頭のインドの主要港および関連地名

の
馬
と
象
(
以
上
は
嘗
時
の
イ
ン
ド
が
不
可
紋
と

し
た
商
口
旬
、
次
に
生
糸
・
銅
・
錫
・

E
鉛
・

水
銀
・
象
牙
・
珊
瑚
そ
の
他
の
手
工
業
原
料
、

第
三
に
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
賓
石
類
、
高
級
織

物
類
(
絹
織
物
・
ビ
ロ
ー
ド
・
錦
織
等
)
、

香
薬
類
、
奴
隷
等
の
者
修
品
、
最
後
に
若
干

の
食
料
品
類
が
あ
げ
ら
れ
る
。
嘗
時
は
全
鐙

- 5 ー

と
し
て
轍
出
超
過
で
あ
り
、
多
量
の
貴
金
属
、

特
に
銀
の
流
入
を
み
た
の
が
特
徴
で
あ
る
。

乙
れ
ら
の
う
ち
、
職
出
品
と
し
て
、
嘗
時

の
手
工
業
製
品
の
代
表
で
あ
る
綿
布
、
商
品

作
物
で
あ
る
胡
板
と
米
、
職
入
品
と
し
て

第 2園

首
時
の
支
配
階
級
の
必
需
品
で
あ
っ
た
馬
を

と
h
ノ
あ
げ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
販
路
、
交
易
量
等

に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い
。

乙
れ
ら
の
商

品
を
針
象
と
し
て
選
ん
だ
の
は
、
史
料
的
に

あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
考
察
が
可
能
で
あ
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り
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
人
の
交
易
活
動
と
も
大
き
く
関
係
し
、

ま
に
、

そ
の
背
後
に
あ
る
祉
曾
構
造
の
解
明
に
何
ら
か
の
糸
口
を
輿
え
得
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。綿

布

の

轍

出

一六、

一
七
世
紀
の
イ
ン
ド
綿
布
の
職
出
に
閲
し
て
は
す
で
に
多
く
の
研
究
が
あ
る
が
、
と
こ
で
は
一
六
世
紀
初
頭
に
お
け
る
職
出
先
の
庚

範
き
と
イ
ン
ド
各
地
方
聞
の
交
易
を
通
し
て
み
ら
れ
る
生
産
に
お
け
る
地
域
的
分
業
を
再
確
認
し
て
お
き
に
い
。

品
目
田
時
の
諸
記
録
に
あ
ら
わ
れ
る
多
様
な
名
稿
を
持
つ
イ
ン
ド
綿
布
類
は
、

W
-
H
・モ

ア
ラ
ン
ド
氏
の
分
類
法
に
な
ら
っ
て
、

時
の
諸
記
録
で
は
そ
の
よ
う
な
名
稽
は
使
わ
れ
て
い
な
い
が
〉
キ
ャ
ラ
コ

、
モ

ス
リ
ン
、
第
り
模
様
布
の
三
種
類
に
分
類
で
き
よ
う
。
キ
ャ
ラ
コ
は
、

(
質
際
に
は
山
町
田

イ
ン
ド
の
ほ
と
ん
ど
全
地
域
で
主
に
圏
内
需
要
用
と
し
て
生
産
さ
れ
た
が
、
海
外
へ
も
相
嘗
轍
出
さ
れ
に
。

モ
ス
リ
ン
は
主
に
ベ
ン
ガ

ル
と
コ

ン
カ
ン
地
方
の
特
産
で
、
キ
ャ
ラ
コ
よ
り
生
地
が
薄
く
て
軽
い
上
質
の
も
の
で
、
気
候
の
暑
い
地
方
、
特
に
ベ
ル
シ
ア
、

ア
ラ
ビ
ア
、

エ
J

ゾ.フ

-6-

そ
れ
に
は
ピ
ン
タ
ド
(
宝
己
主
。
〉
と
し

て
一
七
世
紀
の
記
録
に
出
て
く
る
も
の
(
捺
染
布
)
、
更
紗
、
絹
と
の
混
織
布
な
ど
が
含
ま
れ、
主
に
東
南
ア
ジ
ア
方
面
で
の
需
要
が
多
か
っ
た
。

ト
方
面
へ
職
出
さ
れ
た
。

第
り
模
様
布
は
主
に
グ
ジ
ャ
ラ
l
ト
と
コ
ロ
マ
ン
デ
ル
地
方
で
生
産
さ
れ
、

グ
ジ
ャ

ラ
l
ト
地
方
の
綿
布
を
例
に
、
職
出
先
の
贋
範
さ
と
嘗
時
と
し
て
の
職
出
量
の
多
さ
を
見
て
み
よ
う
。

ル
ド
ヴ
ィ

コ
・
デ
ィ
・

ヴ
ア
ル

テ
マ

(
一
五
O
三
年
か
ら
一
五
O
八
年
ま
で
東
洋
各
地
を
放
行
)
は
、
キ

ャ
ン
ベ

イ
か
ら
「
毎
年
四

O
J五
O
隻
の

船
が
綿
布
と
絹
織
物
を
積
ん
で
」
さ
ま
ま
ま
な
園
へ
で
か
け
る
、
と
述
、べ
、
ト
メ
・
ピ
レ
ス
〈
一
五
二
年
か
ら
カ
ナ
ノ
l
ル
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
商
館
、

一
五
一
二
年
か
ら
一
五
一
五
年
ま
で
マ
ラ

ッ
カ
の
商
館
に
勤
務
)
は
、
そ
の
種
類
を
二

O
種
と
も
三

O
種
と
も
言
っ

て
い
る
。
ζ

れ
ら
の
綿
布
は
、

グ

ジ
ャ
ラ
l
ト
船
で
イ
ン
ド
洋
全
域
の
主
要
港
へ
職
出
さ
れ
た
。
東
ア
フ
リ
カ
の
ム
ス
リ
ム
都
市
園
家
群
は
グ
ジ
ャ
ラ
l
ト
綿
布
の
濁
占
市
場
で

あ
り
、
紅
海
沿
岸
の
諸
港
で
の
需
要
は
さ
ら
に
多
か
っ

た
。
ド
ゥ
ア
ル

テ
・

バ
ル
ボ
ザ
(
一
五
O
O年
か
ら
一
五
一
六
年
ま
で
主
と
し
て
カ
ナ
ノ
l
ル

に
滞
在
、
勤
務
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
官
吏
)
は
、

「彼
ら

(
1ア
デ
ン
周
遊
の
人
々
)
が
、

ζ

れ
ら
の
船
が
カ
ン
パ
ヤ

(
H
H
キ
ャ
ン
ベ
イ
〉

か
ら
運
ん
で



く
る
と
ん
な
に
も
多
量
の
綿
布
を
使
用
す
る
な
ん
て
不
可
能
な
と
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
オ
ル
ム
ズ
や
ベ
ル
シ
ア
へ
は

同
岬

「
多
く
の
ヴ
ェ
ー
ル
用
の
綿
モ
ス
リ

γ
や
他
の
白
布
や
生
地
の
粗
い
布
」
が
職
出
さ
れ
、
セ
イ
ロ
ン
へ
も
種
々
の
綿
布
が
行
っ
た

0

・ヘグ
l

(F
m
F
ビ
ル
マ
南
部
)
や
テ
ナ
セ
リ
ム
(吋
0
5
2
2
5・
マ
ラ
イ
牢
島
東
岸
〉
へ
は
、
多
く
の
船
が
グ
ジ
ャ

ラ
l
ト
や
プ
リ
カ

ッ
ト
産
の
捺
染
布
を

運
ん

r。
マ
ラ
ッ
カ
で
は
コ
ニ

O
種
も
の
カ

γ
パ
ヤ
の
布
、
が
取
引
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。
」
ス
マ
ト
ラ
島
に
つ
い
て
、
ピ
レ
ス
は
、
「
ス
マ
ト
ラ

と
述
べ
て
い
る
。

島
の
住
民
が
大
捷
多
い
の
で
大
量
の
ク
リ
ン
グ

(
H
コ
ロ
マ
ン
デ
ル
地
方
)
産
と
グ
ジ
ャ
ラ
l
ト
産
の
布
が
ζ

乙
で
使
用
さ
れ
る
乙
と
を
忘
れ
る

べ
き
で
な
い
」
と
述
べ
、
同
様
の
乙
と
を
ジ
ャ
ワ
島
に
つ
い
て
も
言
っ
て
い
る
。
パ
リ
島
か
ら
テ
ィ
モ

l
ル
島
に
か
け
て
の
諸
島
も
粗
い
グ
ジ

ヤ
ラ
!
ト
綿
布
を
、
コ
ロ
マ
ン
デ
ル
産
や
ベ
ン
ガ
ル
産
の
布
と
も
ど
も
使
用
し
た
。
グ
ジ
ャ
ラ
l
ト
綿
布
は
ボ
ル
ネ
オ
島
等
へ
も
輸
出
さ
れ
、

中
園
へ
も
お
そ
ら
く
少
量
だ
ろ
う
が
轍
出
さ
れ
た
。

帥

他
の
地
方
か
ら
の
轍
出
を
概
観
す
れ
ば
、
シ
ン
ド
地
方
か
ら
は
お
そ
ら
く
オ
ル
ム
ズ
へ
職
出
さ
れ
、
コ
ン
カ
ン
地
方
(
チ
ャ
ウ
ペ
ダ
ボ
ル
、
マ

ン
ダ
パ
〔

ζ
g
E
E〕
)

(宮山門曲
目
P

- 7一

ゃ
。
コ
ア
か
ら
は
ア
ラ
ビ
ア
、
ベ
ル
シ
ア
方
面
へ
ベ
ア
テ
ィ
リ
ャ

Q
Eロ
E-
上
質
モ
ス
リ
ン
〉
や
ベ
イ
ラ
メ

ω
 

上
質
キ
ャ
ラ
コ
〉
が
聡
出
さ
れ
、
コ
ロ
マ

γ
デ
ル
産
の
色
鮮
か
な
捺
染
布
は
ベ

γ
ガ
ル
間
、
沿
岸
お
よ
び
マ
ラ
ッ
カ
以
東
の
全
域
で
最
も
歓
迎
さ

倒

れ
弘
ベ
ン
ガ
ル
産
の
モ
ス
リ

γ
そ
の
他
の
布
類
は
、
ア
デ

γ
、
ベ
グ
l
方
面
、
さ
ら
に
マ
ラ
y

カ
以
東
へ
職
出
さ
れ
、
ま
た
嘗
時
の
琉
球
の

嗣

人
々
に
よ
っ
て
「
大
量
」
に
持
ち
鯖
ら
れ
、
日
本
へ
も
た
ら
さ
れ
た
。
な
お
、
ピ
レ
ス
に
よ
る
限
り
、
嘗
時
イ
ン
ド
産
綿
布
の
香
料
諸
島
(
パ

同

ン
ダ
、
モ
ル
ツ
カ
諸
島
〉
へ
の
職
出
量
は
あ
ま
り
多
く
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
以
上
か
ら
嘗
時
の
イ
ン
ド
綿
布
の
捻
出
量
を
推
定
す
る
ζ

と
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
一
七
世
紀
初
頭
の
轍
出
量
に
閲
し
て

闘

は
、
モ
ア
ラ
ン
ド
氏
が
、
二
億
ヤ
ー
ド
以
下
、
お
そ
ら
く
そ
れ
を
か
な
り
下
ま
わ
る
量
と
推
定
し
て
い
る
。
他
方
、
イ
ン
ド
連
邦
共
和
闘
の
一
九

帥

五
一
1
l
五
六
年
の
聡
出
量
は
年
卒
均
五
J
八
億
ヤ

ー
ド
で
あ
る
。
布
幅
、
品
質
等
の
違
い
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
正
確
な
比
較
は
で
き
な
い

が
、
お
そ
ら
く
一
ヤ
ー
ド
嘗
り
の
債
値
は
今
日
よ
り
も
高
か
っ
た
筈
で
あ
り
、
も
し
、
二
ハ
世
紀
初
頭
の
職
出
量
を
一
億
ヤ
ー
ド
と
し
て
も
、

帥

嘗
時
の
イ
ン
ド
の
人
口
が
一
億
人
前
後
と
推
定
さ
れ
る
乙
と
か
ら
考
え
て
、
綿
布
職
出
が
も
た
ら
す
牧
入
は
、
人
口
一
入
賞
り
に
換
算
し
て
、

179 
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今
日
の
そ
れ
よ
り
も
優
っ
て
い
た
乙
と
で
あ
ろ
う
。

イ
ン
ド
各
地
の
特
産
綿
布
は
、
海
外
の
み
な
ら
ず
、

再
職
出
さ
れ
た
。
グ
ジ
ャ
ラ
l
ト
地
方
の
主
要
港
は
、

イ
ン
ド
の
他
の
地
方
の
主
要
港
へ
も
職
出
さ
れ
、
そ
乙
か
ら
海
外
諸
園
へ

コ
ロ
マ
ン
デ
ル
の
プ
リ
カ
ッ
ト
、
ベ
ン
ガ
ル
地
方
か
ら
各
種
綿
布
を
轍
入
し
旬。

又、

チ
ャ
ウ
ル
や
ダ
ボ
ル
か
ら
ベ
ア
テ
ィ
リ
ャ
や
ヘ
イ
ラ
メ
が
多
量
に
デ
ィ
ウ
経
由
で
ア
ラ
ビ
ア
、
ベ
ル
シ
ア
方
面
へ
職
出
さ
れ
~。
逆
に
、
グ
ジ

チ
ャ
ウ
ル
や
ダ
ボ
ル
経
由
で
ア
ラ
ビ
ア
・
ベ
ル
シ
ア
方
面
へ
職
出
さ
れ
ね
。
ゴ
ア
や
マ
ラ
パ
l
ル
諸
港
へ
は
、
イ
ン
ド

ヤ
ラ
l
ト
産
綿
布
も
、

と
こ
ろ
で
、

中
か
ら
綿
布
が
集
ま
つ
に
。

す
な
わ
ち
、

イ
ン
ド
地
方
の
デ
l
ワ
ル
、

カ
1

テ
ィ
ア
l
ワ
l
ル
牢
島
の
マ
ン
ガ
ロ
l
ル

(
ζ
g
官
-
。
円
)
、
パ
タ

ン
、
ソ

l
ラ
ト
〈
ω
O
B子
)

キ
ャ
ン
ベ
イ
西
岸
の
キ
ャ
ン
ベ
ィ
、

ス
l

ラ
ト
、

コ
ン
カ

γ
地
方
の
チ
ャ
ウ
ル

タ
同

サ
!
ト
ガ
l
オ
ン
等
か
ら
で
あ
る
。

マ
ソ
ダ
パ
(
宮

g
含

Z
)、

モ
レ
!d
h

，，，
 
コ
ロ
マ
ン
デ
ル
地
方
の
キ
ラ
カ
ラ
イ
(
穴
一

Z
E
E
-
)、
プ
リ
カ
ッ
ト
、

ベ
ン
ガ
ル
地
方
の
ガ
ウ
ル
、

し
か
し
、
ゴ
ア
に
関
す
る
記
述
に
は
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
準
出
以
後
の
朕
況
が
混
入
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、

イ
ン
ド
西
海
岸
か
ら
東
海
岸

-8-

へ
の
職
出
に
つ
い
て
は
、
あ
る
い
は
量
的
に
少
な
か
っ
た
に
め
か
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

ζ

の
よ
う
に
他
地
方
の
港
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
綿
布
は
、
海
外
諸
園
へ
再
職
出
さ
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
む
し
ろ
主
に
嘗
該
地
方
で
の
需
要

を
満
た
し
た
の
で
あ
り
、
嘗
時
の
イ
ン
ド
に
お
け
る
地
域
的
分
業
を
知
る
一
つ
の
手
が
か
り
と
な
ろ
う
。
ま
に
各
主
要
港
が
そ
の
地
方
産
の
み

な
ら
ず
各
地
方
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
さ
ま
ぎ
ま
の
綿
布
を
職
出
し
た
と
い
う
貿
易
の
あ
り
方
も
興
味
深
い
。

胡

取

の

職

出

ピ
レ
ス
は
、

一
六
世
紀
初
頭
の
マ
ラ
パ

l
ル
産
胡
取
の
産
額
を
約
二
高
ハ

l
ル

(
E
E円
)
と
推
定
し
て
い
い
。

ζ

の
バ
l
ル
を
コ
ー
チ
ン
の

叫

カ
リ
カ
ッ
ト
あ
る
い
は
マ
ラ
ッ
カ
の
パ

l
ル
と
と
れ
ば
、
約
四
、

0
0
0ト
ン
に
な
る
。

同

ジ
ャ
ワ
島
の
胡
搬
の
産
額
を
あ
げ
て
お
り
、
山
田
憲
太
郎
氏
は
、
乙
れ
ら
を
も
と
に
嘗
時
の

同

世
界
の
胡
搬
の
総
生
産
量
の
約
四
割
程
度
が
マ
ラ
パ

l
ル
産
で
あ
っ
た
と
推
定
し
て
い
る
。

パ
ー
ル
と
と
れ
ば
、
産
額
は
約
三
、

四

0
0ト
ン
、

ピ
レ
ス
は
他
に
、

マ
レ
イ
牢
島
、

ス
マ
ト
ラ
島
、



制

「
中
園
は
胡
淑
を
ス
マ
ト
ラ
と
マ
ラ
パ

l
ル
か
ら
聡
入
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
他
の
箇
所
で
は
、

ラ
パ

l
ル
胡
板
は
、
キ
ャ
ン
ベ
イ
、
ベ
ル
シ
ア
、
ア
デ
ン
お
よ
び
メ
ザ
カ
へ
職
出
さ
れ
た
の
に
劃
し
て
、
ス
マ
ト
ラ
胡
板
は
、
中
園
、
ベ
ン
ガ

輔

ル
、
ア
デ

γ
へ
職
出
さ
れ
た
」
と
述
べ
て
お
り
、
や
は
り
山
田
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
嘗
時
マ
ラ
バ

l
ル
胡
臓
の
中
園
へ
の
職
出
は
限
ら
れ

ハ
ル
ボ
ザ
は
、

あ
る
箇
所
で
、

「マ

と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
マ
ラ
パ

l
ル
胡
臓
だ
け
で
は
嘗
時
の
イ

γ
ド
や
西
ア
ジ
ア
(
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
も
含
ひ
)
方
面
で
の
需
要
を
満
た
し

得
な
く
て
、
ス
マ
ト
ラ
産
胡
淑
や
マ
レ
イ
牢
島
ケ
ダ
(
内
包
岳
)
産
の
胡
臓
が
イ
ン
ド
や
西
方
へ
輪
出
さ
れ
る
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
よ
う
で

制

糊

あ
る
。
た
だ
し
、
後
者
の
方
が
マ
ラ
バ

l
ル
産
胡
取
よ
り
も
質
は
悪
い
が
安
債
で
あ
っ
た
と
い
う
事
情
も
見
逃
せ
な
い
で
あ
ろ
う
。

F
・

c-
レ
l
γ
氏
の
推
定
で
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
選
出
の
直
前
、
ヨ

l
ロ
y

パ
は
全
鐙
と
し
て
毎
年
約
一
五

O
J二
O
O高
英
ポ

の
胡
叡
を
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
や
ア
レ
ッ
ポ
経
由
で
職
入
し
て
い
た
。

て
い
に
、

き
て
、

ン
ド
(
約
七

0
0
1九
0
0ト
ン〉

彼
の
示
す
一
五

O
O年
頃
の
史
料
は

七

0
0ト
ン
と
の
推
定
を
支
持
す
る
が
、
嘗
時
の
入
荷
量
は
種
々
の
原
因
で
少
な
い
方
だ
っ
た
の
で
、

そ
れ
以
前
は
む
し
ろ
九

0
0ト
ン
に
近

-9-

る
。
従
っ
て
、
胡
取
の
貿
易
の
影
響
を
考
え
る
際
、

マ
ラ
パ
ー
ル
胡
板
の
約
四
分
の
一
な
い
し
五
分
の
一
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
職
出
さ
れ
て
い
た
乙
と
に
な

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
へ
の
職
出
を
親
野
に
い
れ
て
い
る
花
け
で
は
不
十
分
な
乙
と
が
わ
か
る
。

か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
す
る
と
、

マ
ラ
バ

l
ル
で
栽
培
さ
れ
た
胡
棋
の
集
荷
機
構
に
つ
い
て
は
、
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
ピ
レ
ス
は
、
「
ク
ラ
ン
ガ
ノ

l
ル
で
も
コ
ー
チ
ン
で

帽

も
圏
内
で
は
胡
取
を
産
し
な
い
が
、
乙
の
二
つ
の
王
園
に
接
し
て
住
む
領
主
た
ち
が
そ
れ
を
集
め
て
賓
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
他
方
、
パ
ル
ボ

ヴ
ャ

l
パ
リ

(
4
8曲
ユ
)
と
よ
ば
れ
る
マ
ラ
バ

l
ル
商
人
が
「
ナ
イ
レ

(
Uナ
l
ヤ
ル
〔
ロ
身
白
円
〕
、
マ
ラ
パ

l
ル
の
在
地
の
有
力
者
層
〉
や
農

ザ
は
、

民
の
胡
板
と
生
萎
を
手
許
に
集
め
る
。
彼
ら
は
多
く
の
場
合
牧
穫
を
〔
そ
れ
が
熱
す
る
前
に
〕
綿
織
物
や
海
港
に
あ
る
商
品
と
交
換
に
前
も
っ
て

帥

買
入
れ
て
お
き
、
後
で
そ
れ
を
買
っ
て
多
く
の
金
銭
を
儲
け
る
」

と
述
べ
て
い
る
。

嘗
時
の
マ
ラ
バ

l
ル
の
農
村
構
造
が
明
ら
か
で
な
い
の
で
断
定
は
で
き
な
い
が
、
以
上
に
見
る
限
り
、
領
主
や
ナ
l
ヤ
ル
の
み
な
ら
ず
農
民

181 

も
、
商
人
へ
の
胡
板
の
買
手
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。
領
主
や
ナ
!
ヤ
ル
が
農
民
か
ら
胡
椴
を
集
荷
す
る
際
も
、
そ
れ
を
租
税
あ
る
い
は
地
代

と
し
て
徴
牧
し
た
可
能
性
と
と
も
に
、
買
い
集
め
た
可
能
性
が
あ
る
。
従
っ
て
、
農
民
が
商
品
経
済
に
相
嘗
深
く
ま
き
ζ

ま
れ
て
い
た
可
能
性
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が
大
き
い
。

米

の

職

出

米
の
主
要
な
職
出
先
は
、

ァ
、テ

ン、

シ
ヒ
ル

(
と・
ω
z
f円)、
ザ
フ
ァ
ー
ル
(
村
民
削
る
な
ど
の
ア
ラ
ビ
ア
、

オ
ル
ム
ズ
と
ベ

ル
シ
ア
本
土
、
東
ア

グフ
l リ
カ〉カ

らの
よ、マ
り、リ
多、ン
く、デ
のィ
米(
を~
聡 主
入与
し可
Tこ

セ
イ
a

ロ
ン
、

マ
ル
デ
ィ

ヴ
諸
島
、

そ
れ
に
マ
ラ
ッ
カ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

マ
ラ
ッ
カ
は
ジ
ャ
ワ
や
ベ

米
は
ほ
と
ん
ど
イ
ン
ド
全
域
か
ら
轍
出
さ
れ
た
が
、

マ
ラ
バ

l
ル
と
シ
ン
ド
は
米
が
不
足
し
、
他
地
方
か
ら
職
入
し
て
い
た
。
以
下
、
地
域

別
に
見
て
い
乙
う
。

シ
ン
ド
地
方
は
、
パ
ン
、
シ
ャ
ー
プ
方
面
へ
も
轄
迭
す
る
た
め
か
、

グ
ジ
ャ
ラ
!
ト
地
方
か
ら
は
東
ア
フ

リ
カ
、
オ
ル
ム
ズ
や
ア
ラ
ビ
ア
方
面
へ
職
出
さ
れ
た
。

は
主
と
し
て
米
や
食
料
品
や
香
料
を
持
ち
蹄
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

同

「
多
量
の
米
」
を
イ
ン
ド
西
南
海
岸
方
面
か
ら
職
入
し
た
。

ピ
レ
ス
は
、

た
と
え
ば
、

「オ

ル
ム
ズ
の
人
々

- 10 

と
こ
ろ
で
、

グ
ジ
ャ

ラ
l
ト
地
方
か
ら
の
米
姿
の
職
出
は

一
六

O
O年
前
後
の
諸
記
録
か
ら
も
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
が
、

一
六
世
紀
末

の

『
ア
l
イ
l
ネ
・
ア
ク
パ
リ
1
』

(KF
W
E
-
-
〉

rgz)
に
よ
れ
ば
、
嘗
時
グ
ジ
ャ
ラ

l
ト
地
方
の
主
穀
で
あ
り
人
々
の
主
食
と
な
っ
て
い
た
の

カは
ンも
地 ろ
方 乙
か し
ら (
職 E
入戸l

し。
大と
い 黍
る

と宕
岱3

フ。岬 5

お で
そあ
P つ

乙て

同
州
は
小
姿
と
他
の
穀
類
を
鄭
接
の
マ

l
ル
ワ

1
州
や
ア
ジ
メ

l
ル
州
か
ら
、
米
を
デ

一
六
世
紀
初
頭
に
お
い
て
も
同
様
に
、
内
陸
部
か
ら
轍
入
し
つ
つ
、
海
外
へ
職
出
し
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
。

西
海
岸
最
大
の
米
の
生
産
地
帯
で
あ
る
コ
ン
カ
ン
、
ゴ
ア
、
ヵ
ナ
ラ
地
方
で
は
、
パ
ン
ダ

(
F
a
E〉
、
ゴ
ア
、
パ
ト
カ
ル
、
マ
ン
ガ
ロ

l
ル、

同

パ
ス
ル
ー
ル
、
パ
カ
ノ

l
ル

(
F
3
5『
)
等
か
ら
ア
デ
ン
・
オ
ル
ム
ズ
方
面
へ
轍
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
お
そ
ら
く
よ
り
多
量
の
米
が
ζ

の
地

同

方
の
大
小
多
数
の
港
か
ら
マ
ラ
パ

l
ル
地
方
の
ム
ス
リ
ム
商
人
に
よ
っ
て
同
地
方
へ
運
ば
れ
て
行
っ
た
。
ヴ
ア
ル
テ
マ
は
、

マ
ン
ガ
ロ

1
ル
で



四

O
J五
O
隻
の
船
が
米
を
積
ん
で
い
る
の
を
見
た
と
い

vh

乙
の
地
方
に
は
数
種
類
の
米
が
あ
り
、

(
共
に
マ
ラ
パ
ー
ル
の
主
要
港
)

へ
職
出
さ
れ
た
の
に
劃
し
て

た
と
え
ば
パ
ス
ル
ー
ル
旬
、ハ
カ
ノ

l
ル
の
白
い
上
質
米
は
主
に
海
外
や
カ
リ
カ
ッ
ト
、

ミ
ル
ジ
ャ
ン

(
F
A
王
宮
)
、
オ
ノ

l
ル

(
O
ロ。。、

カ
ナ
ノ

l
ル

マ
ン
ガ
ロ

l
ル
や
コ
ン
ブ
ラ

儲
か
」

r、
rヲ
O 

B 
cr 
c 

つt;"
7こ)

との
い「
立脚苓

市

J乙
熱

黒

米
L 

は
マ
ラ
パ

l
ル
の
貧
乏
人
や
マ
ル
デ
ィ
ヴ
諸
島
で
需
要
が
多
く

「
上
等
の
米
よ
り
も
と
れ
の
方
が

マ
ラ
バ

l
ル
地
方
で
は
タ
ノ

l
ル
(
吋
g
o
C
以
北
が
カ
ナ
ラ
地
方
の
米
を
、
そ
れ
よ
り
南
が
コ
ロ
マ
ン
デ
ル
地
方
の
米
を
買
っ
回
。

パ
ー
ル
地
方
で
は
遠
隔
地
貿
易
は
主
に
外
来
の
ム
ス
リ
ム
商
人
が
措
っ
た
の
に
封
し
、
沿
岸
貿
易
は
土
着
な
い
し
土
着
化
し
た
ム
ス
リ
ム
商
人

(
マ
l
ッ
ピ
ラ
〔
日

SZω
〕
)
に
よ
っ
て
濁
占
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
彼
ら
は
サ

γ
ブ

l
ク

(

臼

g
E己
と
い
う
沿
岸
貿
易
用
の
船
で
西
は

カ
l
テ
ィ
ア

l
ワ
I
ル
半
島
ま
で
、
東
は
コ
ロ
マ

γ
デ
ル
海
岸
ま
で
の
地
域
へ
で
か
け
て
行
っ
て
い
同
。
な
お
、
米
を
買
わ
ね
ば
な
ら
な
い
マ

マ
-
フ

コ
ロ
マ
ン
デ
ル
諸
港
、

と
く
に
ネ
ガ
パ
タ
ン
と
プ
リ
カ
ッ
ト
は
大
量
の
米
を
マ
ラ
パ
l
ル
と
セ
イ
ロ
ン
に
職
出
し
同
。

一
五
三

0
年
代
の
例

-11ー

ラ
パ

l
ル
の
貧
民
の
な
か
に
胡
板
栽
培
農
民
が
含
ま
れ
て
い
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

ガ
ス
バ
ル
・
コ
レ
ア
は
ネ
ガ
パ
タ
ン
港
で
し
ば
し
ば
七

O
O隻
以
上
の
船
が
合
計
二
蔦
モ
イ
ズ
(
自
0
5
¥
B
0
3
H
N
U・
包
吉
谷
町

ε

以
上
の
米
を
積
荷
し
て
い
く
の
を
目
撃
し
て
い
る
。
と
れ
は
重
量
に
し
て
約
二
ニ
、

0
0
0ト
γ
に
相
嘗
し
、
マ
ラ
パ
l
ル
胡
板
の
総
生
産
高

同

の
三

J
四
倍
に
も
あ
た
る
も
の
で
あ
る
。
と
う
し
て
積
出
さ
れ
に
米
の
一
部
分
は
マ
ラ
パ

l
ル
を
経
て
紅
海
方
面
へ
職
出
さ
れ
た
。

納

ア
デ
ン
で
の
米
債
が
騰
貴
し
た
と
い
う
。

で
あ
る
が
、

一
五
四

O

年
の
乙
の
地
方
の
畿
謹
の
時
に
は
、

最
後
に
、

ベ
ン
ガ
ル
地
方
の
米
は
、

セ
イ
a

ロ

γ
、
マ
ラ
ッ
ヵ
、

崎

さ
ら
に
ア
デ
ン
へ
職
出
さ
れ
た
。

乙
れ
も
多
量
で
あ
っ
た
筈
で
あ
る
が
詳
細

は
わ
か
ら
な
い
。

183 

四

馬

の

轍

入
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家
島
彦

一
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、

イ
ン
ド
洋
貿
易
お
い
て
、
馬
の
取
引
が
急
激
に
増
大
す
る
の
は
、

二
世
紀
以
後
の
現
象
で
あ
い

北
イ

ン
ド
で
ム
ス
リ
ム
系
の
い
わ
ゆ
る
デ
リ

1
諸
王
朝
が
興
亡
を
綴
け
、
南
イ
ン
ド
で
も
ム
ス
リ
ム
園
家
が
成
立
し
た
時
代
に
は
、
ラ
ー
ジ
プ
タ
l

ナ
や
デ
カ
ン
の
ヒ
ン
ド

ゥ
l
諸
園
家
に
お
い
て
も
馬
匹
へ
の
需
要
は
高
か
つ
に
。
特
に
デ
カ
ン
で
は
気
候
篠
件
そ
の
他
が
馬
の
飼
育
に
不
適
嘗

刷

で
あ
っ
た
の
で
、
他
か
ら
の
轍
入
を
必
要
と
し
た
こ
と
は
、
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
六
世
紀
前
宇
デ
カ
ン
の
ヴ
ィ
ジ
ャ
ヤ
ナ
ガ
ル
王
園
の

担

保
持
し
た
騎
兵
の
数
は
二
高
と
も
三
首
円
以
上
と
も
い
わ
れ
、

同ヲ。
。

北
制御
の
ム
ス
リ
ム
諸
王
園
も
そ
れ
に
匹
敵
す
る
騎
兵
を
有
し
て
い
に
と
思
わ
れ

四
二
)
は
毎
年

二
二、

0
0
0頭
の
馬
を
買
っ
た
。

ア
チ
ュ
タ
デ
l
ヴ
ア
ラ
l
ヤ
王
(
在
位
一
五
二
九

カ
Y

L
F

リ
ー

グ

ν
ア
ド

た
だ
し
そ
の
大
部
分
は
ご
一

J
一
五
頭
嘗
り
て

O
O
Oパ
ル
ダ
オ
の
値
の
田
舎
育
ち

の
馬
で
、
残
り
が
オ
ル
ム
ズ
か
ら
輸
入
し
た
も
の
で
あ
っ
伽
。

他
方
、
パ
ル
ボ
ザ
は

刷

ム
ズ
と
カ
ン
パ
ヤ
の
王
園
か
ら
来
た
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
お
り
、
お
そ
ら
く

「嘗
地

(
Hヴ
ィ
ジ
ャ
ヤ
ナ
ガ
ル
王
閤
)
に
い
る
馬
は
オ
ル

- 12一

フ
ェ

ル
ナ
ン
・
ヌ
ニ
ズ

(
三
年
間
ウ
ィ
ジ
ャ
ヤ
ナ
ガ
ル
王
園
で
馬
貿
易
に
従
事
)

に
よ
れ
ば「

田
舎
育
ち
の
馬
」
の
少
な
く
と
も
か
な
り
の
部
分
は
グ

ジ
ャ
ラ
l
ト
地
方
か
ら
轍
入
さ
れ
に
も
の
と
思
わ
れ
る
。

グ
ジ
ャ
ラ
l
ト
産
の
馬
は
イ
ン
ド
の
諸
地
域
の
み
な
ら
ず
、
ど
う
い
う
わ
け
か
、
ア

ラ
ビ
ア
や
ベ
ル
シ
ア
へ
も
職
出
さ
れ
た
と
バ
ル
ボ
ザ
は

同

述
べ
て
い
る
が
、
や
は
り
ユ
番
良
い
の
は
ア
ラ
ビ
ア
馬
、
二
番
目
は
ベ
ル
シ
ア
馬
、
三
番
目
は
カ
ン
パ
ヤ
馬
で
後
者
は
廉
債
で
あ
る
」
と
さ

倒

れ
た
。

ア
ラ
ビ
ア
罵
は

ジ
ッ
ダ

(E
E
)
近
過
の
諸
地
方
、

ゼ
イ
ラ

(
N
2
F
)

ア
J

ア
ン

ス
ア
キ
ン
島

(ω
E
Eロ
)、
ベ
ル
ベ
ラ
(
∞
R
r
2白)、

制

シ

ヒ

ル

、

オ

ル

ム

ズ

等

か

ら

イ

ン

ド

に

運

ば

れ

て
き
た
。
オ
ル
ム
ズ
か
ら
は
ア

ラ
ビ
ア
馬
と
ベ
ル
シ
ア
馬
が
運
ば

倒

れ
た
。
特
に
オ
ル
ム
ズ
は
重
要
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
パ
ル
ボ
ザ
は
、

カ
ル
ヤ

l
ト
(
O
h
w

ミ印
。、

「
ア
ラ
ビ
ア
の
諸
都
市
か
ら
は
多
数
の
馬
が
来
る
。
人
々
は
そ
れ
を
嘗
地

運
ば
れ
て
い
く
。
そ
し
て
イ
ン
デ
ィ
ア
で
は
、

か
ら
イ

γ
デ
ィ
ア

(
H
H

イ
ン
ド
の
西
南
海
岸
、
特
に
ゴ
ア
を
中
心
と
す
る
地
方
〉
に
運
ん
で
行
く
。
同
地
に
は
毎
年
約
千
頭
、
時
に
は
二
千
頭
の
馬
が

一
頭
が
、
良
し
悪
し
に
か
か
わ
ら
ず
そ
の
飲
貼
に
臆
じ
て
三
、
四
百
ク
ル
サ
ド

(n
E
N
E。
〉
の



同

債
格
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

馬
の
職
入
港
と
し
て
キ
ャ
ン
ベ
イ
、
ダ
ボ
ル
、
ゴ
ア
、
パ
ト
カ
ル
、
ヵ
ナ
ノ

l
ル、

同

港
の
他
に
、
イ
ン
ド
最
南
端
キ
ラ
カ
ラ
イ
港
の
名
も
見
え
る
。
そ
の
内
で
も
最
も
重
要
な
港
は
、

チ
ャ
ウ
ル
、

カ
リ
カ
ッ
ト
な
ど
イ
ン
ド
西
岸
の
諸
主
要

ア
l
デ
ィ
ル
・
シ
ャ

l
ヒ
l
王
圏
の
ゴ
ア

ヴ
ィ
ジ
ャ
ヤ
ナ
ガ
ル

王
園
の
パ
ト

カ
ル
で
あ
っ
た
。

一
六
世
紀
初
頭
の
イ
ン
ド
洋
の
馬
貿
易
の
形
態
は
、
家
島
彦

一
氏
の
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
た
一
三
、

そ
れ
と
基
本
的
に
饗
化
が
な
い
と
と
が
わ
か
る
。
も
ち
ろ
ん
、
キ
l
シ
ュ
(
関
目
的
ご
に
代
つ
て
の
オ
ル
ム
ズ
の
撞
頭
や
、
南
イ
ン
ド
政
治
情
勢

の
饗
化
の
影
響
に
よ
る
各
港
の
消
長
、
貿
易
の
携
い
手
の
饗
化
な
ど
が
あ
っ
た
乙
と
で
あ
ろ
う
が
、
今
は
燭
れ
な
い
で
お
く
。
ま
に
、
二
ニ

O

O
年
前
後
の
ワ
ッ
サ
l
フ
(
巧
g
印
刷
『
〉
や
マ
ル
コ
・
ポ
l
ロ
の
記
述
に
あ
ら
わ
れ
た
馬
匹
の
職
人
数
と
バ
ル
ボ
ザ
の
そ
れ
と
の
単
純
な
比
較
も

以
上
か
ら
見
る
限
り
、

一
四
世
紀
の

危
険
で
あ
り
、
今
は
燭
れ
な
い
で
お
く
。

よ
れ
ば
、
並
の
馬
の
債
格
は

ム
ガ
ル
皇
帝
ア
ク
バ
ル
時
代
の
ル
ピ

l

k
換
算
し
て
、
約
て

O
O
O
J
一
、
三

O
O
ル
ピ

l
、
特
別
に
優
秀

- 13ー

き
て
、

一
六
世
紀
の
諸
記
録
に
見
え
る
オ
ル
ム
ズ
方
面
か
ら
ゴ
ア
方
面
へ
職
入
さ
れ
た
馬
の
債
格
を
示
し
た
第

一
表

(
A
〉
、
(
B
〉
、
(
C
〉
に

な
馬
は
、
二
、

O
O
O
J三、

五

O
O
ル
ビ
ー
ほ
ど
の
値
段
で
あ
っ
た
ζ

と
が
わ
か
る
。
パ
ル
ボ
ザ
の
言
に
依
援
し
て
、
嘗
時
卒
均
て

五。

O
頭
の
馬
が
同
地
方
で
職
入
さ
れ
た
と
す
る
と
、

そ
れ
に
劃
し
て
デ
カ
ン
諸
王
侯
は
合
計
一
五

O
J二
O
O高
ル
ピ
!
と
い
う
多
額
の
代
債
を

支
梯
っ
て
い
た
乙
と
に
な
る
。

た
と
え
ば
、
慢
に
嘗
時
マ
ラ
バ

I
ル
産
胡
轍
全
量
を
一
キ
ン
タ
ル
官
三
三
曲
了
約
五
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
〉
嘗
り
五
ク

ル
サ
ド
で
買
却
し
た
と
し
て
も
、

マ
ラ
パ

l
ル
海
岸
の
イ
ン
ド
側
商
人
は
約

一
二

O
高
ル
ピ

l
あ
る
い
は
一
五

O
蔦
ル
ピ

l
し
か
獲
得
で
き
な

同

か
っ
た
事
か
ら
推
し
て
も
、
嘗
時
の
馬
貿
易
が
い
か
に
重
要
で
あ
っ
た
か
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
も
し
特
別
高
債
な
馬
も
考
慮
に
入

れ
る
な
ら
支
出
穂
額
は
も
っ
と
増
加
す
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
一
七
世
紀
中
頃
ム
ガ
ル
皇
帝
シ
ャ

l

・
ジ
ャ
ハ

l
ン
が
パ
ス
ラ
か
ら
購
入
し
た

185 

馬
に
は

一
頭
で
一
五
、

0
0
0
ル
ピ
!
も
す
る
も
の
が
あ
っ
た
(
第
一
表
(
C
〉
参
照
)
。

昔
時
イ
ン
ド
に
は
金
銀
が
多
量
に
流
入
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
ゴ
ア
・
バ
ト
カ
ル
方
面
か
ら
は
馬
匹
の
代
債
と
し
て
デ
カ
ン
地
方
の
パ
ゴ
ダ
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おー表(A) オルムギ互買主 IJ~手り主主堂J貫を持つ型車型-

年 | ||「場 所川 一の頭債嘗格り ノ換パレ算ノピレ)ー吹代の 換算の基準 出 典

1503-8 ヴィジャ
パルダオ ③ 

ヤナガノレ 300， 1
1200 1パノレダオ=3ノレピ_-1 Varthema， p.126 

400~500 

1516 
eインディ クノレサド

1300 
⑥ 

Baγbosa， 1， p. 94 ア' 300叉は 1>'ノレサド =420レイ ス
(コ、ア方面) 400 =3.7ノレピー

向上 ゴア
クノレサド

20~300 
950 向上 Barbosa， 1， p. 178 

〈卸頁債格〉
1520 

ヴィジャ
パルダオ

630 
@ 

R. Sewell， p. 343 
あるL、は 約210 1パノレダオ =360レイス

1522 ヤナガノレ =3ノレピー

1567 ヴィジャ
ダカト

1100 
1?(カト Frederick， p.212 

300， =7シリング
ヤナガル

400~500 =2.8ノレ ピー ⑥

1586-89 ゴア
パノレダ;f

1000 
1ノミノレダオ =360レイス

リンスホーテン， 126頁
400叉は =2.2ノレピー

500 ⑤ 
Linschoten， 1， p. 54 

1607-10 コ、ア
パルダオ 1パノレダオ =360レイス Pyrard， II， p. 67 
500 =2ノレピー

① 

第一表(B) 特別に優秀な馬の債格

年 |場所|不審夏り 1174i|換算の基準 | 出 典

| | 一一 i 換算) 1 

間 -8 | Zチエユ1 8~~V ダオ 12400 i表ω参照 I v，arthema， p. 126 
パJレダオ

|1515頃 |ゴア [800" '. [竺LlM川 =335川 iピレス 138頁
1 IOVV 1 =3ノレ ピー⑧IPires，1， p. 58 

1 _'~ 1 セヲ フィン 1MAA  11セラフィ ン | 
向上 |ゴア 1 7OO' ' . -1 2100 I J.'~ / ... :，辺Oレイス |ピレス， 73頁

=3ル ピー@IPires，1， p. 21 

11516二院玄両ZE己 表叫参照
I 
Ba

rb03209-10 

向上 トィンディ |… ごゴ 1'12000 1向上 1 Barbosa， 1， pp. 64-5 
ア I~vv/-600 I 
日J7に;;YFF元 -0-1表ω参照
ヤナガノレ|山山 | 

1
158ト 89|ゴア [翌日出。 I1回o I表叫参照1-|一|ヱ !ー|| ゴ汀ア 11ぷ弘辺;引μl凶却捌捌∞削附OαO(?け?引)

1 !それ以上 !

-14ー

Frederick， p. 212 

リンスホーテン， 126頁
Linschoten 1， p. 54 

Carletti， p.221 

③~⑤…・註同参照。
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年 数 i 一頭嘗りの 債格

1049AH/1639A. D. 1 (特別〉 12，000ルピー(ただしデリーで Mirat.i Ahmadi 
~1051/時1642の間 の債格は 15，000;レピつ Part. I.① 
のあるに 70 1，400 p.215 Tr. p. 189 I 

1056/1646-47 1 (特別〉 15，000 (デリーでの債絡〕

1065/1654-55 2 6，000 p.233 Tr. pベ

シャー・ジャハーシ帝がイラクのパスラで購入した馬の債格第一表(C)

① Ali Muhammad Khan， Mirat.i Abmadi， Persian Text in 2 parts， 
Gaelζwad's Oriental Series， 1927-28， Translation by M. F. Lokhandwala， 

Gaekwad's Oriental Series， 1965. 

金
貨
が
多
量
に
流
出
し
て
い
っ
た
の
も
嘗
然
で
あ
っ
た
と
言
え
よ

M
。

五

マ
ラ
ッ
ヵ
、

ア
デ
ン
と
の
貿
易
量

本
章
で
の
考
察
を
終
え
る
に
あ
た
り
、
嘗
時
最
も
重
要
で
あ
っ
た
マ
ラ
ッ
ヵ
、

ア
d

ア
ン
ん
」

イ
ン
ド
と
の
貿
易
量
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

イ
ン
ド
リ
マ
ラ
ッ
カ
貿
易
を
考
え
る
際
の
問
題
黙
の
一
つ
に
、

カ
リ
カ
ッ
ト
を
は
じ
め
と

す
る
マ
ラ
バ

l
ル
地
方
と
マ
ラ
ッ
カ
と
の
関
係
が
あ
る
。

ピ
レ
ス
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
ア
デ
ン
や
オ
ル
ム
ズ
方
面
の
商
人
は
一
回
の
季
節
風
で
は
直

接
マ
ラ
ッ
カ
へ
航
海
で
き
な
い
の
で
、
ま
ず
グ
ジ
ャ
ラ

l
ト
へ
や
っ
て
き
て
綿
布
等
を
購
入

-15ー

し
て
、

グ
ジ
ャ
ラ

l
ト
船
で
マ
ラ
ッ
カ
へ
直
航
し
、
間
開
途
に
は
マ
ル
デ
ィ
ヴ
諸
島
巻
経
て
同

じ
ル

l
ト
で
闘
っ
た
。
あ
る
い
は
マ
ラ
バ

l
ル
へ
行
き
、
す
で
に
マ
ラ
パ
l
ル
商
人
が
コ
ロ

マ
γ
デ
ル
経
由
で
入
手
し
て
あ
っ
た
と
乙
ろ
の
マ
ラ
ッ
カ
等
の
東
方
の
物
産
を
手
に
入
れ
た

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
彼
の
記
述
か
ら
は
、
マ
ラ
バ

l
ル
人
は
専
ら
イ
ン
ド
の
沿
岸
貿
易
に

従
事
し
、
直
接
マ
ラ
y

カ
へ
航
海
す
る
乙
と
は
な
か
っ
た
よ
う
に
誼
み
と
れ
私
。

し
か
し
、
彼
は
あ
る
箇
所
で
、
コ
ン
カ
ン
や
ゴ
ア
地
方
の
商
人
は
ベ
ン
ガ
ル
や
グ
ジ
ャ
ラ

l

ト
で
仲
間
巻
集
め
て
そ
の
地
の
船
に
便
乗
し
て
マ
ラ

ッ
カ
へ
渡
る
が
、
時
に
カ
リ
カ
ッ
ト
で

マ
ラ
ッ
カ
へ
行
く
仲
間
を
集
め
る
、
と
述
べ
て
お
%
、
文
、

ゴ
フ
パ

l
ル
地
方
の
事
情
に
詳

し
い
パ
ル
ボ
ザ
は
、

マ
ラ
ッ
カ
か
ら
の
ム
ス
リ
ム
商
人
の
船
が
マ
ラ
バ

l
ル
へ
向
か
わ
な
い

の
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
隊
を
恐
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
、
と
し
て
お
川
、
カ
リ
カ
y

ト
H
マ
ラ
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ツ
カ
直
行
航
路
が
な
か
っ
た
と
は
に
わ
か
に
断
じ
が
た
い
。

だ
が
、
首
時
ア
ラ
ビ
ア
人
が
通
常
ビ
ル
マ

・
ベ
ン
ガ
ル
を
の
ぞ
い
て
は
コ
モ
リ
ン
岬
よ
り
東
方
へ
は
航
海
し
な
か
っ
た
こ
と
、
マ
ラ
パ

l
ル
人

は
主
に
沿
岸
航
海
に
従
事
し
て

い
た
ζ

と
、
雨
者
が
マ
ラ
ッ
カ
で
グ
ジ
ャ
ラ

l
ト
商
人
や
ク
リ
ン
グ
商
人
ハ
H
H
コ
ロ
マ
ン
デ
ル
出
身
の
ヒ
ン
ド

ゥ
l

商
人
)
ほ
ど
重
要
な
コ
ミ
占

ニ
テ
ィ

ー
を
構
成
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
は
、
た
と
え
カ
リ
カ
ッ
ト
リ
マ
ラ
サ
カ
直
行
航
路
が
あ
っ
た
と
し

グ
ジ
ャ
ラ
l

ト
H
マ
ラ

ッ
カ
航
路
や
コ
ロ
マ
ン
デ
ル

H
マ
ラ
ッ
カ
航
路
ほ
ど
の
重
要
性
を
持
た
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
で
あ
ろ

て
も

ャ「ノ
。中

園
船
が
マ
ラ
パ

1
ル
海
岸
へ
胡
搬
や
西
方
物
産
を
求
め
て
来
航
し
て
い
た
一
四
世
紀
頃
と
は
異
な
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
胡
板
生
産
の
増

大
で
マ
ラ
パ

l
ル
胡
搬
の
東
方
へ
の
轍
迭
が
稀
に
な
っ
て
い
た

一
五
世
紀
末
に
は
、
東
南
ア
ジ
ア
に
と
っ

て
マ
ラ
パ

l
ル
地
方
の
重
要
性
は
滅

少
し
て
い
た
。

マ
ラ
ッ
カ
が
欲
し
た
の
は
グ
ジ
ャ
ラ

1
ト、

コ
ロ
マ
ン
デ
ル
、
ベ
ン
ガ
ル
の
綿
布
や

コ
ロ
マ
ン
デ
ル
や
ベ
ン
ガ
ル
の
米
そ
の

- 16ー

他
の
食
料
品
で
あ
り
、

西
ア
ジ
ア
物
'
産
も
直
接
に
は
グ
ジ
ャ
ラ

l
ト
や
コ

ロ
マ

γ
デ
ル
地
方
経
由
で
よ
り
多
く
職
入
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

ベ
ン
ガ

ル
か
ら
マ
ラ

ッ
カ
へ
来
航
す
る
船
舶
数
と
そ
れ
ら
船
舶
の
積
載
貨
物
の
見
積
り
債
値

同

ナ

ク

を
、
ピ
レ
ス
の
記
録
を
も
と
に
ま
と
め
た
の
が
第
二
表
で
あ
る
。
な
お
、
船
は
ア
ラ
ビ
ア
風
の
大
船
、
ジ
ヤ
ン
ク
は
中
園
風
の
大
船
を
き
し
て

怖

い
る
。

き
て
、

グ
ジ
ャ
ラ

1
卜、

コ
ロ

マ
ン
}
ア
ル
、

と
の
表
で
見
る
限
り
、

上
記
三
地
方
、
特
に
コ
ロ
マ
ン
デ
ル
と
グ
ジ
ャ
ラ

l
ト
の
貿
易
量
は
ほ
ぼ
匹
敵
し
て
い
る
。
寅
際
メ
イ
リ
ン
グ
・
ル

ー
ロ
フ
ツ
女
史
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
ピ
レ
ス
は
グ
ジ
ャ
ラ

1
ト
商
人
に
劃
し
て
も
、

コ
ロ
マ
ン
デ
ル
の
ク
リ
ン
グ
商
人
に
劃
し
で
も
同
じ
よ

帥

「
マ
ラ
ッ
カ
の
主
要
な
取
引
を
手
中
に
握
っ
て
い
る
」
と
の
評
債
を
輿
え
て
い
る
。

ヤつに、

と
の
額
は
ゴ
ア
地
方
が
職
入
し
た
馬
匹
の

代
金
約
一
五

O
J二
O
O寓
ル
ピ
ー
に
比
し
て
少
な
す
ぎ
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
全
船
舶
数
一
一
・
五
隻
と
い
う
の
も
少
な
い
。
や
は
り
ピ
レ

ナ
ウ

ス
は
船
よ
り
小
さ
な
小
型
船
は
計
算
に
入
れ
て
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
も
含
め
れ
ば
総
貿
易
量
に
占
め
る
イ
ン
ド
東
海
岸
の
割
合
が
よ

次
に
三
地
方
か
ら
の
商
品
の
綿
慣
値
は
約
四
七
寓
ク
ル
サ
ド
(
約
一
七
四
寓
ル
ビ
l
)

に
な
る
が
、
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インドからマラッカへの船舶数と推定職出額 (16世紀初頭〕

合計 |

川ド|
88，000 i 

|船舶脚年同守引謀議同;1
第二表

域地

4 
クルサド

22，000 
イフJレッ l・

15，000 
~20， O∞ 

叉は30，0∞

4 グジャラ ート

グジャラ
ート

75，000 1 75，000 70，0∞ 
~80， OOO (ナウ〉

キャンベイ

一一一 デノレロτ7円弱J一円石瓦一円:子!っ石iJ
コロマン I(?ネガパタン〉

アノレ !プリカット I 1 ~ 2 I 80，000 85，000 I 1.5 1 128，000 
(ナウ) I ~90， OOO I 

ベンガラ I1 ~ 2 I 80， 000 I 85， 000 I 1. 5 I 128， 000 ! 
ベンガル I(ガ ウ ノレ)ICジヤンク)1~90， 000 1 1 1 1 

計 I11. 5 I必6，oool

3.5 13，500 12， 
~15， OOO 

〔出典〕ピレス， 196--197， 458， 4ω頁，

Pires， 1， p. 92， II， pp. 269， 272. 

り
大
き
く
な
る
と
思
わ
れ
る
。
も
し
普
通
の
船
一
隻
の
載
貨
容
積
を
約
二

五

0
ト
ン
、
超
大
型
船
や
ジ
ヤ
ン
ク
の
そ
れ
を
八

0
0ト
ン
前
後
と
推
定

制

す
れ
ば
、
合
計
約
五
、

0
0
0ト
ン
を
得
る
。
従
っ
て
、
他
に
、
他
地
域

か
ら
の
船
や
小
型
船
の
教
を
考
慮
に
い
れ
で
も
イ
ン
ド
か
ら
マ
ラ
ッ
カ
へ

の
船
舶
の
総
ト
ン
数
は
約
一
高
ト
ン
が
上
限
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

ハ
ル
ボ
ザ
に
よ
れ
ば
、

マ
ラ
パ
ー
ル
地
方
最
大
の
港
カ
り
カ
ッ
ト
か

ら
、
毎
年
、

「
千
な
い
し
千
二
百
バ

l
ル
(
HH
重
さ
約
二

O
五
な
い
し
二
四
五

ト
ン
〉
の
積
荷
を
す
る
、

龍
骨
を
持
っ
た
船
」
が

一
O
な
い
し

一
五
隻
紅

制

海
方
面
へ
向
け
て
行
っ

て
い
た
と
い
う
。
乙
れ
は
合
計
約
三
、

0
0
0ト

一 17ー

γ
に
相
嘗
す
る
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
載
貨
容
積
三
、

0
0
0な
い
し
四
、

0
0
0ト
ン
に
あ
た
り
、

グ
ジ
ャ
ラ
l
ト
そ
の
他
か
ら
の
職
出
量
も
加
え

て
、
イ
ン
ド
か
ら
紅
海
方
面
へ
の
船
舶
の
総
ト
ン
数
を
約
一
高
ト

γ
前
後

と
推
定
し
て
あ
ま
り
大
き
な
間
違
い
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
以
上
、
、
き
わ
め

て
粗
い
推
定
で
あ
る
が
、

第
二
章
で
行
な
う

一
六
世
紀
末
の
貿
易
量
と
の

比
較
の
前
提
と
し
た
い
。

第
二
章

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
準
出
後
の
イ
ン
ド

海
上
貿
易
の
構
造

一
六
世
紀
初
頭
の
イ
ン
ド
洋
貿
易
、

と
り
わ
け
マ
ラ
パ

l
ル
海
岸
に
お
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け
る
胡
取
貿
易
は
匪
倒
的
に
ム
ス
リ
ム
商
人
の
手
中
に
あ
っ
た
。
そ
れ
が
軍
事
力
を
背
景
と
し
た
濁
占
で
あ
っ
七
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
論
議

の
あ
る
と
ζ

ろ
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
マ
ラ
パ

l

ル
海
岸
の
諸
王
た
ち
と
彼
ら
は
共
存
共
祭
の
関
係
に
あ
り
、
胡
取
の
取
引
債
格
な
ど
も
嘗

事
者
の
修
一
方
の
納
得
の
ゆ
く
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
乙
へ
進
出
し
て
き
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
卒
和
的
な
商
業
上
の
競
争
の
可
能
性
が
興
え
ら
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
も
、
従
っ
て
、
意
見
の
劉

立
が
あ
る
が
、
は
っ
き
り
し
て
い
る
ζ

と
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
最
初
か
ら
そ
の
可
能
性
を
さ
ぐ
る
ζ

と
な
く
、
武
力
に
よ
る
ア
ジ
ア
H
ヨ

1

帥

ロ
ッ
パ
聞
の
貿
易
の
濁
占
と
ア
ジ
ア
内
部
で
の
貿
易
の
統
制
を
は
か
つ
て
い
っ
た
ζ

と
で
あ
る
。

彼
ら
は

一
五
一
五
年
ま
で
に
、
第
二
代
総
督
ア

フ
ォ
ン
ソ
・
デ
・
ア

ル
ブ
ケ
ル
ケ
が
イ
ン
ド
洋
の
戦
略
上
、
貿
易
上
の
嬢
貼
と
み
な
し
た
四

港
の
う
ち
ア
デ

γ
を
除
く
他
の
三
港
、

す
な
わ
ち
ゴ
ア
(
一
五
一

O
年)、

マ
ラ
ッ
カ
(
一
五
一
一
年
)
、

オ
ル
ム
ズ
(
一
五
一
五
年
〉

を
占
領
す
る

い
く
つ
も
の
要
塞
化
さ
れ
た
植
民
地
が
ア
フ
リ
カ
の
ソ
フ
ァ
ー
ラ
か
ら
モ
ル
ッ
カ
諸

島
の
テ
ル
ナ
l
テ
に
至
る
地
域
に
建
設
さ
れ
た
。
イ
ン
ド
で
は
デ
ィ
ウ
、
ダ
マ
ン
、
パ
ヴ
セ
イ
ン
、
チ
ャ
ウ
ル
、

き
れ
な
い
普
通
の
植
民
地
や
商
館
が
各
地
に
建
設
さ
れ
、

(
現
在
の
マ
ド
ラ
ス
市
の
一
部
分
)
、

と
と
に
成
功
し
た
。

ζ

れ
ら
を
補
強
す
る
も
の
と
し
て
、

そ
の
地
の
支
配
者
よ
り
一
種
の
治
外
法
権
を
認
め
ら
れ
た
。

コ
ー
チ
ン
等
。
次
に
要
塞
化

た
と
え
ば
ネ
ガ
パ
タ

- 18ー

ン、

サ

ン

ト
メ

フ
l
グ
リ
l

(
民
口
問
ロ
一
六
世
期
末
に
サ
l
ト
ガ
l
オ
ン
に
代
っ
て
設
展
)
、

チ
ッ
タ
ゴ
ン

(
ベ
ン
ガ
ル
地
方
)
や
中
園
の
マ
カ
オ
等
。
彼
ら
は
乙
う
し
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
支
配
下
に
は
い
っ
た
イ
ン
ド
洋
周
遊
の
諸
地
域
を
穂
稿
し
て
「
エ

ス
タ
l
ド
・
ダ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
」

(
2
F
S
E
E
-
z
-ヘ
イ
ン
ド
領
)
と
呼
ん

r。

彼
ら
が
課
し
た
貿
易
猫
占
・

統
制
位
制
は
ほ
ぼ
次
の
通
り
。
第

一
に
、
何
本
か
の
航
路
が
ポ
ル
ト
ガ

ル
王
室
の
濁
占
航
路
と
さ
れ
、

ポ
ル
ト

ガ
ル
船
以
外
の
航
海
は
禁
止
さ
れ
た
。
乙
れ
ら
の
航
路
は
時
代
と
と
も
に
饗
遷
し
た
が
、

一
六
世
紀
末
に
は
イ
ン
ド
リ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
航
路
以
外

で
は
、
東
ア
フ
リ
カ
、
中
園
、

日
本
、

モ
ル
ッ
カ
諸
島
、
パ
ン
ダ
島
へ
の
航
路
が
ζ

れ
に
あ
た
っ
た
。

イ
ン
ド
H
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
航
路
を
除
い
た

ζ

れ
ら
の
航
路
で
の
通
商
権
は
功
臣
に
期
聞
を
限
っ
て
下
賜
さ
れ
る
か
、
園
庫
牧
入
を
得
る
た
め
請
負
に
出
さ
れ
た
。
第
二
に
、
武
器
弾
薬
類

(
鋼
、
銭
、
鉛
等
)
、
胡
淑
や
そ
の
他
若
干
の
商
品
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
以
外
の
船
の
禁
職
品
と
さ
れ
た
。

第
三
に

い
か
な
る
ア
ジ
ア
人
の
船
も



航
海
菟
許
料
を
納
め
て
航
海
菟
許
献
を
取
得
し
な
け
れ
ば
、
航
海
は
全
く
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
し
、

帽

を
支
梯
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
支
配
下
の
港
で
は
闘
税

以
上
の
貿
易
統
制
が
賓
際
に
は
理
論
逼
り
に
は
い
か
な
か
っ
た
乙
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
貿
易
統
制
や
交
易
活
動

が
イ
ン
ド
の
海
上
貿
易
や
圏
内
経
済
に
興
え
た
影
響
の
具
鎧
像
に
つ
い
て
は
不
明
な
貼
が
多
い
。
以
下
、
そ
の
黙
を
ど
く
限
ら
れ
た
側
面
か
ら

で
は
あ
る
が
、
前
章
で
と
り
あ
げ
た
諸
商
品
お
よ
び
銀
を
素
材
に
最
近
の
諸
研
究
成
果
に
も
依
援
し
つ
つ
明
ら
か
に
し
て
ゆ
き
た
い
。

胡

板

の

職

出

最
近
の
諸
研
究
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
よ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
胡
板
の
搬
入
量
は
一
六
世
紀
を
通
じ
で
あ
ま
り
増
大
せ
ず
、
逆
に
レ
ヴ
ァ
ン

ト

制

経
由
の
そ
れ
が
一
六
世
紀
後
牢
に
復
活
し
た
ζ

と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

D
・
F
-
ラ
y

ハ
氏
の
一
示
す
史
料
か
ら
推
定
す
る
に
、
一
五

O
三
年
、
リ
ス
ボ
ン
で
の
胡
板
の
入
荷
量
は
、

恥
し
か
し
、
そ
の
後
、

J
-
キ

1
-
7ヴ
ィ
ッ
チ
氏
の
推
定
で
は
、
ア
ジ
ア
か
ら
リ
ス
ボ
ン
へ
の
職
出
量
は
一
五

O
四
l
O九
年
間
の
年
卒

均
が

一
、
二

0
0ト
ン
、
一
五
一

O
l
一
三
年
間
の
そ
れ
が
八

0
0ト
ン
で
あ
り
、
一
五
一
四

l
二
0
年
間
の
年
卒
均
て
六

0
0ト
ン
を
ピ

ー
ク
に
、
以
後
の
数
年
間
あ
る
い
は
十
数
年
間
ず
つ
を
区
切
っ
て
の
年
卒
均
職
出
量
は
卒
均
七

O
O
J
一
、
三

0
0ト
ン
の
聞
を
推
移
し
た
に

同

過
ぎ
な
か
っ
た
。
他
方
、

C
・
R
-
ボ
ク
サ
ー
氏
は
、
リ
ス
ボ
シ
へ
の
入
荷
量
は
最
低
一
高
キ
ン
タ
ル
か
ら
最
高
四
蔦
五
、

0
0
0キ
ン
タ
ル
ま

一
六
世
紀
中
の
卒
均
を
と
れ
ば
二
高
J
三
高
キ
ン
タ
ル
〈
約
一
、

0
0
0
1
一
、
五
五

0
ト
ン
)
で
あ
っ
た
と
み
て
い

一
、
五

0
0ト
ン
以
上
で
あ
っ

- 19ー

で
綿
変
動
が
激
し
か
っ
た
が
、

加
。
ま
た
、

N
・ス
デ
l
ン
ス
ガ
l
ル
ト
氏
は
一
五
七

O
|九
O
年
に
か
け
て
年
卒
均
二
高
キ
ン
タ
ル
(
約
一
、

0
0
0ト
ン
)
が
リ
ス
ボ
ン
に

倒

搬
入
さ
れ
た
と
推
定
し
て
い
る
。
一
六
世
紀
末
の
一

0
年
間
の
リ
ス
ボ
ン
へ
の
入
荷
量
は
年
卒
均
六

0
0ト
ン
程
度
に
減
少
し
恥
従
っ
て
、
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一
六
世
紀
末
に
多
か
っ
た
海
難
等
に
よ
る
損
失
を
考
慮
に
い
れ
で
も
マ
ラ
バ

l
ル
海
岸
で
の
積
出
量
の
上
限
は
あ
ま
り
増
え
な
い
筈
で
あ
り
、

一
六
世
紀
後
牢
に
お
け
る
積
出
量
は
、
卒
均
一
、

0
0
0ト
ン
か
ら
て
六

0
0ト
ン
程
度
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
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一
五
一
五
|

一
六

O
七
年
の
聞
に
マ
ラ
パ
l
ル
胡
椴
の
生
産
量
が
二

O
O
J二
七
五
%
も
増
加
し
た
と
す
る
j

・
キ
l

ニ
l
ヴ
イ
ツ

チ
氏
の
推
{
一
何
か
正
し
い
と
す
る
な
ら
、
氏
の
言
う
よ
う
に
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
職
出
量
が
生
産
量
に
占
め
る
割
合
は
極
め
て
低
い
も
の
に
な
る

も
し

で
あ
ろ
'
コ
。

他
方
、

乙
の
間
ア
ジ
ア
か
ら
レ
ウ
ァ
ン
ト
を
経
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
輸
出
さ
れ
た
胡
板
の
量
に
つ
い
て
見
る
と
、

に
よ
れ
ば
、

F
・

c-
レ
l
ン
氏
の
研
究

一
五
一
五
年
頃
ま
で
は
ヴ
ェ
ニ
ス
が
レ
ヴ
ァ
ン
ト
か
ら
職
人
す
る
胡
取
の
量
は
激
減
し
た
が
、

一
六
年
以
降
か
な
り
多
く
の
香
料
類
を
験
入
し
は
じ
め
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
進
出
直
後
、

一
五

一
五
四

O
年
以
降
は
も
っ
と
も
巌
し
い
禁
制
品
で
あ
っ
た
胡
楓
そ
の
も
の
の
聡
入
量

一
五
六

0
年
代
に
は
ポ

ル
ト
ガ

ル
人
準
出
以
前
の
水
準
を
完
全
に
回
復
し
向
。
そ
し
て

N
・
ス
デ
l
ン
ス
ガ
l
ル
ト
氏
は
二
ハ

0
0年
頃
の
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
胡
取
の
轍
入
量
は
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト
経
由
三

J
四
蔦
ポ
ン
ド
(
一
、

三
五
O
J
一
、
八

0
0ト
ン
)
、
リ
ス
ボ
ン
経
由

帥

一
、t
二
高
ポ
ン
ド
(
四
五
0
1九
0
0ト
ン
|
|
嘗
時
は
異
常
に
少
な
か
っ
た
)
と
推
定
し
て
い
る
。

も
な
タ
く
な
り
、

そ
れ
で
は

レ
ヴ
ァ
ン
ト
経
由
の
胡
淑
貿
易
が
復
活
し
た
の
は
な
ぜ
か
。

- 20ー

な
お
、

乙
の
復
活
し
た
レ
ヴ
ァ
ン
ト
経
由
胡
取
貿
易
は
ス
マ
ト
ラ
島
ア
チ
ェ
ー
か
ら
の
胡
椴
の
職
出
に
も
一
部
分
負
う
て
い
た
。

第
一
に
、

ポ
ル
ト
カ
ル
王
室
は
武
力
を
背
景
に
濁
占
的
な
利
潤
を
追
求
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
彼
ら
が
ア
ジ
ア
で
課
し
た
買
付
債
格
が

ヨ
ー
ロ

ッ
パ

で
の
販
貰
債
格
が
異
常
に
高
か
っ
た
が
放
に
、
武
力
に
よ
る
強
制
が
弛
め
ば
嘗
然
競
争
相
手
が
あ
ら
わ
れ
る

普
通
よ
り
も
低
く

運
命
に
あ
っ
た
。
海
外
領
土
の
披
大
に
と
も
な
う
ポ
ル
ト
ガ
ル
本
園
で
の
人
口
資
源
の
澗
渇
、
武
器
・
船
材

・
穀
物
な
ど
の
職
入
の
必
要
性
か

ら
イ
ン
ド
と
の
貿
易
で
得
た
富
が
園
外
へ
流
出
す
る
と
い
う
本
圏
で
の
事
情
が
、
胡
淑
貿
易
に
投
入
す
べ
き
資
金
・
船
隻
の
増
大
を
不
可
能
に

し
、
胡
板
の
供
給
量
を
限
ら
れ
た
も
の
に
し
、

そ
の
こ
と
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
胡
板
の
販
貰
債
格
を
高
い
水
準
に
据
え
置
か
せ
た
背
景
に

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
植
民
地
経
営
に
追
わ
れ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
室
に
は
、
低
廉
な
胡
淑
を
大
量
に
供
給
す
る
乙
と
に
よ
っ

て
レ
ヴ
ァ
ン
ト
経

由
の
胡
板
貿
易
の
息
の
根
を
断
つ
だ
け
の
資
力
が
無
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
い

ア
ジ
ア
側
で
は
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
本
園
か
ら
迭
ら
れ
て
く
る
貨
幣
不
足
、

エ
ス
タ

l
ド

・
ダ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
維
持
の
た
め
の
諸
経
費
の
不
足



が
、
個
々
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
よ
る
ア
ジ
ア
内
貿
易
、

海
方
面
へ
の
航
海
を
許
可
す
る
ζ

と
を
除
儀
な
く
さ
せ
た
。 ア

ジ
ア
の
商
人
や
王
侯
よ
り
の
資
金
の
借
用
等
巻
必
然
化
さ
せ
、

そ
の
た
め
彼
ら
に
紅

あ
る
。

N
・
ス
デ
l
ン
ス
ガ
l
ル

ト
氏
の
研
究
は
、

同
時
に
そ
の
乙
と
に
よ
り
許
可
料
お
よ
び
関
税
牧
入
の
増
大
を
は
か
っ
た
の
で

一
七
世
紀
初
頭
に
紅
海
方
面
へ
向

っ
た
船
の
多
く
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
許
可
誼
を
取
得
し

て
い
た
に
違
い
な
い
と
と
を
示
し
て
い
る
。
少
な
く
と
も
と
の
頃
に
は
、

「
エ
ス

タ
l
ド

・
ダ

・
イ
ン
デ
ィ
ア
の
財
政
的
基
礎
は
、
喜
墓
峰
ル

ア
ル
フ

ァ

γ
デ
ガ

l
ト
で
も
な
け
れ
ば
、
〔
紅
海
の
入
口
の
〕
封
鎖
政
策
で
も
な
く
、
イ

γ
ド
の
税
関
か
ら
獲
得
さ
れ
る
関
税
牧
入
で
あ
っ
た
。

数
果
的
な
封
鎖

倒

エ
ス

タ
l
ド
の
崩
壊
を
も
た
ら
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。」

lま

一
五
八
四
年
の
エ
ス

タ
l
ド
・
ダ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
全
鐙
の
園
王
の
た
め
の
税
牧

伺

入
(
闘
税
以
外
の
税
も
含
む
〉
だ
け
で
も
、
合
計
九

O
六
、
二

O
六
セ
ラ
フ
ィ
ン
(
約
一
七

O
高
ル
ピ
l
)

に
の
ぼ
り
(
第
三
表
参
照
)
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

第
三
表

エ
ス
タ
l
ド
・
ダ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
に
お
け
る
王
室
の
税

牧
入
(
関
税
、
地
税
な
ど
)
(
一
五
八
四
年
〉

193 

地 域 xerafin( = 300レイス)

ゴ ア 235，103 

アイ ウ 120，000 

タマン 51，520 

ノくッ セイン 138，400 

Manm parfra 
と Aceri 4，678 

カナノ ーノレ (戦争中〉

チャウノ レ 30，629 

オノ ーノレ 15，400 

コ ー チン 50，000 

/主スノレーノレ 400 

マンガロ ーノレ 730 

マナール 13，346 

オノレムズ 170，000 

セイロン 3，000 

マラッカ 72，000 

モノレッカ 1，000 

メ日ふ 計 906，206 

質徴牧 826，206 

官
吏
に
よ
る
私
的
な
徴
牧
額
も
多
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
向
け
胡
淑
買
付
に

- 21ー

ま
わ
さ
れ
る
ζ

と
の
な
い
牧
入
で
あ
っ
た
。

な
お
、

ポ

〔出典JPurchas， vol. IV， pp.160-165. 

ル
ト
ガ

ル
人
貴
族
・
商
館
員
・私
商
人
に
よ
る
ア
ジ
ア
で

の
胡
板
貿
易
従
事
の
寅
態
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。

第
二
に
、

レ
ヴ
ァ
ン
ト
貿
易
復
活
に
は
オ
ス
マ
ン

ト
ル
コ
が
ス
レ
イ
マ
ン
大
帝
の
統
治
下
に
西
ア
ジ
ア
に

卒
和
を
再
確
立
し
た
乙
と
も
興
っ

て
力
が
あ
っ
た
よ
う

闘

で
あ
る
。

一
七
世
紀
に
な
っ
て
、

イ
ギ
リ
ス
・
オ
ラ
ン
ダ
雨
園

の
東
イ
ン
ド
曾
祉
が
少
な
い
資
金
を
有
数
に
活
用
増
殖

さ
せ
、
胡
板
そ
の
他
の
香
料
を
大
量
に
安
債
に
供
給
す
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る
よ
う
に
な
る
と

レ
ヴ

ァ
ン
ト

・
ル
l
ト
が
完
全
に
衰
退
し
て
い
く
ζ

と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

き
て
一
六
世
紀
後
宇
の
全

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
胡
板
総
入
量
に
つ
い
て
、

F
・

c
-レ
ー
ン
氏
は
三
O
O
寓
ポ
ン
ド
以
上
(
一
五
六

0
年
代
の
推
定

量〉
、
J
・
キ

l
ニ

l
ヴ

ィ
ッ
チ
氏

は

、

て

九

O

O
J
二
、
六

0
0
ト
ン
、

N
・
ス
デ

l
ン
ス
ガ

l
ル
ト
氏
は
五
O
O
宮
内
ポ
ン
ド
(
一
六
世
紀

制

末
の
推
定
量
〉
、

山
田
憲
太
郎
氏
は
少
な
く
と
も
二
、
二

0
0ト
ン
以
上
か
ら
三
、

0
0
0ト
ン
近
く
ま
で
、
と
推
定
し
て
い
る
。

今
は
乙
れ
ら

の
嘗
否
に
つ
い
て
立
ち
い
っ
た
考
察
を
行
な
う
徐
絡
が
な
い
か
、
各
氏
と
も
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
準
出
以
前
の
轍
入
量
の
二
倍
に
は
達
し
な
か
っ
た

と
見
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
中
に
は
ス
マ
ト
ラ
産
の
胡
淑
が
一
部
分
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
先
に
見
た
よ
う
な
マ
ラ
パ

ヤ
フ
に

ー
ル
産
胡
取
の
二
O
O
J
二
七
五
%
も
の
増
大
と
い
う
推
定
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
乙
の
増
産
は
J
・
キ

l
ニ
l
ヴ
ィ

ッ
チ
氏
の
主
張
す
る
よ

ベ
ル
シ
ア
、
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
等
で
の
需
要
滑
に
よ
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
な
く

む
し
ろ
イ
ン
ド
、

あ
ろ
う
。
今
、
に
わ
か
に
は
断
定
し
難
い
が
、
少
な
く
と
も
ア
ジ
ア
諸
園
に
お
け
る
胡
淑
需
要
量
の
追
求
は
不
可
飲
で
あ
ろ
う
。

銀

の

F議

入

- 22-

マ
ガ
リ
ャ
ン
イ
ス

・
ゴ
デ
ィ

l
ニ
ヨ
氏
に
よ
れ
ば
、

一
六
世
紀
前
半
に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら
イ
ン
ド
へ
金
、
銀
は
あ
ま
り
職
出
さ
れ
ず
、
南

珊
瑚
、
水
銀
、
鈷
、
朱
、
布
類
、
ア
フ
リ
カ
の
ソ
フ
ァ
ー
ラ
、

ス
マ
ト
ラ
や
中
園
の
黄
金
等

闘

が
そ
の
不
足
を
補
っ
た
が
、
後
半
に
は
、
新
大
陸
か
ら
の
銀
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
で
イ
ン
ド
へ
運
ば
れ
る
最
大
の
商
品
と
な
っ
た
。
銀
の
債
値
は
イ

同

五
O
%
、
あ
る
い
は
三
三
%
も
高
債
で
あ
っ
た
。

ド
イ
ツ
の
大
商
人
た
ち
の
出
資
す
る
銅
が
多
く
、

γ
ド
で
は
高
く
、
ス
ペ
イ
ン
の
銀
ピ
ア
ス
テ
ル
貨
は
ゴ
ア
で
は
ス
ペ
イ
ン
で
よ
り
も
四
O
%
、

一ムハ
O
O
年
頃
に
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
室
が
胡
叡
買
付
の
た
め
に
イ
ン
ド
に
迭
っ
た
銀
量
は
、

(約
三
七
箆
五
、

c
o
o
l五
O
高
ル
ピ

l
相
笛〉

で
あ
っ
た
。
パ

l
ル

・
ク
リ
シ
ュ
ナ
氏
は
、
私
人
の
搬
入
し
た
分
も
含
め
て、

ク
ラ
ウ
ン
(
約

一五
O
磁
ル
ピ
1
〉
の
銀
が
ポ

ル
ト
ガ
ル
よ
り
流
入
し
た
と
推
定
し
て
い
る
。

五
船
で
年
平
均
一
五
蔦
J
二
O
高
ク
ル
サ
ド

毎
年
約
七
五
蔦

以
上
か
ら
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
王
室
が
搬
入
し
た
銀
量
だ
け
で
も
、

一
六
O
一
年
|
二
ハ
一
五
年
の
間
の
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
舎
祉
に
よ
る
銀
の
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第四表 1611， 1612年モ カ沖通過を確認できた船舶数とそのトン数
( 1トン=60立方フィ ート〕

a今
一
船

井』

一

統

一
一

、
戸
」

ツ
船

一
タ

メ
謹

一

ホ
巡

一
パ

1

一以

1

一三

ロ

一

一

一

一

〕

門
ノ
一

一

一

島

」

ト

レ

一
レ

一

一

一
、ノ

O
川
一

一

一
諸

一

7

「

一
「

一

レ

↑

卜

一
0
・

n

m
一
司

一

一

ヴ

-

ド

c

-

一
-

一

ノ

一

一
f
、

a

g
一
日一

一

一
f

-

d

カ

ノ

他

一
ル

一
ル

ウ

一
ウ

ラ

他

一
ド

問

団

一
不

一

一

人

エ

デ

ラ

ル

ン

明

リ

ナ

の

一
ス

ア

一
ボ

ャ

一
イ

一

の

一
ン

町

山

一
域

一

-
一

円

チ

ガ

イ

ヒ

デ

カ

カ

そ

一
パ

ゴ

一
ダ

チ

一
デ

ス

そ

一
シ
n
打
。

一
地

一

一

引

ア

モ

ゼ

シ

ア

不

i
一

一

ラ

一

一

ト

一

一

一

一

主

一

ル

一

ト

-

-

一

一

一

一
計

一

外

地

一

一

一

力

一

ン

一

ラ

一

一

一

ムロ

一

以

港

一

バ

一

・

一

ヵ

一

ヤ

一

一

一

.

一

』』

一

-フ

一

ア

一

ン

一

ジ

一

一

一

ン

一

ン

t
一

一

コ

↑

コ

一

グ

一

一

一

ィ

一

ィ

港 1611年(不完全〉 1612年

1 (船 ship)

2(船とパーク〕

2(小型パーク〉

2 (140トンと小船〉

1 (大船〉

|;(シヒノレ隅〉

I ~ (~~~ ッ ト叫00

23 

、，ノ

一

ン
∞

一

k
e
n
b

、j
一

0
と

ク

一

ル

却
ン

一
一

と
ト

パ

一

ノ

ン
∞

型

一

ナ

ト

J
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ラ
ヒ

l
ミ

l
(
p
r
g
J
放
は
二
九
ト
ン
の
銀
(
H
H
二
七
六
高
ル
ビ
ー
に
相
雷
、

一
ル
ピ

l
H
約一

0
・
五
グ
ラ
ム
)

を
持
ち
蹄
っ
た
し
、

二
ハ九

ー
九
四
年
に
は
、
巡
艦
船
ガ
ン

ジ

ェ
・
サ

l
ワ
l
イ

1
3
2
τ
皆

E
C
放
が
五

O
O高
ル
ピ

l
相
蛍
の
銀
貨
を
シ
ッ
ダ
よ
り
持
ち
蹄
っ
た

と
い
う
。
乙
れ
ら
は
首
時
の
超
大
型
船
に
よ
る
搬
入
量
で
あ
る
が
、
胡
淑
貿
易
が
衰
退
す
る
一
七
世
紀
初
頭
に
も
毎
年
二

O
隻
以
上
の
大
小
の

船
が
紅
海
方
面
へ
出
か
け
て
お
り
(
第
四
表
参
照
〉
、
そ
れ
ら
全
鐙
の
搬
入
す
る
銀
量
の
多
さ
は
推
し
て
知
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
ゴ
ア
U
マ
カ
オ
航
路
の
最
大
商
品
も
銀
で
あ
り
、
ラ
ル
フ
・
フ
ィ
ッ
チ
(
一
五
八
三
|
九
一
年
イ
ン
ド
に
滞
在
)
に
よ
れ
ば
、
年
に
二

O

M
叫

寓
ク
ル
サ
ド
(
約
五

O
高
ル
ピ
l
)
の
銀
貨
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
で
中
園
へ
轍
出
さ
れ
た
と
い
'
川
。

K
-
M
・
ア
シ

J
川
フ
氏
の
推
定
に
よ
れ
ば
、
一
六
世
紀
末
の
北
イ
ン
ド
の
銀
の
食
料
品
購
買
力
は
、

一
に
下
落
し
て
い
た
州
、
そ
れ
に
は
紅
海
・
オ
ル
ム
ズ
方
面
お
よ
び
ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら
の
銀
の
流
入
が
興
っ
て
力
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

一
四
世
紀
初
頭
の
そ
れ
の
約
二
分
の

M
-
ア
タ
ー
ル

・
ア

リ
1
氏
が
、

ム
ガ
ル
皇
帝
ア
ク
パ
ル
が
ス

l
ル
朝
シ
ェ

l
ル
・
シ
ャ

l
の
幣
制
改
革
を
縫
承
し
、

一
六
世
紀
末
ま
で
に
純

- 24ー

銀
に
近
い
ル
ピ

l
貨
併
主
要
貨
幣
と
す
る
幣
制
を
確
立
し
え
に
背
景
に
は
、
新
大
陸
の
銀
の
ヨ

l
ロ
ヴ
パ
を
経
て
の
流
入
が
あ
っ
た
と
見
て
い

る
の
は
安
嘗
で
あ
ろ
う
。

，馬

の

職

入

ポ
ル
ト
ガ
ル
第
二
代
総
督
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
に
よ
る
ゴ
ア
占
領
の
理
由
の
一
つ
は
、
ゴ
ア
が
デ
カ
ン
諸
園
へ
の
馬
の
轍
入
幡
と
し
て
重
要
な
位

置
を
占
め
て
い
た
乙
と
に
あ
っ
た
。
彼
は
繰
返
し
「
馬
貿
易
は
ど
ん
な
金
鎖
山
よ
り
も
良
い
も
の
で
あ
る
」
と
説
い
て
い
る
。

彼
が
オ
ル
ム
ズ
の
商
人
を
誘
致
す
る
た
め
に
採
っ
た
種
々
の
優
遇
策
と
一
五
一
五
年
の
オ
ル
ム
ズ
占
領
は
、
次
第
に
鄭
り
の
バ
ト
カ
ル
か
ら

川叫

そ
の
馬
貿
易
を
奪
っ

て
し
ま
っ
問
。
ゴ
ア
の
護
展
は
北
郡
の
、
タ
ボ
ル
の
馬
貿
易
に
も
悪
影
響
を
興
え
た
と
思
わ
れ
る
。

き
て
、
す
で
に
見
に
よ
う
に
、
一
六
世
紀
初
頭
オ
ル
ム
ズ
か
ら
ζ

の
方
面
へ
の
馬
の
職
入
量
は
一
、

O
O
O
J二、

0
0
0頭
で
あ
っ
た
が
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
が
ゴ
ア
を
支
配
し
に
後
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
っ
た
。

一
五
一
四
年
に
ヴ
ィ
ジ
ャ
ヤ
ナ
ガ
ル
王
が
一
、

0
0
0頭
の
馬
の
濁
占
的
購
買



「
そ
の
よ
ャ
仰
な
濁
占
特
権
を
輿
え
る
と
と
は
、
私
自
身
が
育
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
馬

貿
易
を
破
壊
す
る
乙
と
に
な
る
」
と
の
理
由
で
拒
否
し
て
い
る
と
何
か
ら
、
年
間

一
、

0
0
0頭
を
多
く
超
え
な
い
だ
け
の
馬
が
職
入
さ
れ
た

権
を
獲
得
し
よ
う
と
試
み
た
時
、

ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
が
、

乙
と
が
わ
か
る
。

一
五
二

0
年
代
に
は
お
そ
ら
く
年
間
一
、
五

O
O頭
前
後
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
が
職
入
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
、
そ
の
後
さ
ら
に
瑳
展
を
遂
げ

た
よ
う
で
あ
る
州
、

一
五
六
五
年
タ
l
リ
コ

1
タ
の
戦
い
で
ヴ
ィ
ジ
ャ
ヤ
ナ
ガ
ル
軍
が
ム
ス
リ
ム
五
王
園
連
合
軍
に
大
敗
し
、
そ
の
後
衰
退
し

た
ζ

と
は
、
ゴ
ア
の
馬
貿
易
に
大
打
撃
を
輿
え
た
。
ゴ
ア
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
総
督
ド
ン
・
ド
ゥ
ア
ル
ト

・
デ
・
メ
ン
ゼ
ス
〈
在
位
一
五
八
四
|
八
八
)

オ
ル
ム
ズ
か
ら
馬
が
ほ
と
ん
ど
来
な
い
。
そ
し
て
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
チ
ャ
ウ
ル
へ
行
く
」
と
言
う
。
彼
に
よ
れ
ば
ゴ
ア
の
馬
の
関
税
牧
入
は
一
寓
(
金
〉
パ
ル
ダ
オ
(
約
二
二
、

0
0
0
ルピ
l
相
嘗
)
に
過
ま
な

か
っ
た
。
な
お
チ
ャ
ウ
ル
で
の
馬
の
関
税
枚
入
は
一
寓
六
千
パ
ル
ダ
オ
で
、
南
港
あ
わ
せ
て
も
、
か
つ
て
の
ゴ
ア
で
の
そ
れ
よ
り
ず
っ
と
少
な

に
よ
れ
ば
、

「
ビ
ス
ナ
ガ

(
Hヴ
ィ
ジ
ャ
ヤ
ナ
ガ
ル
王
園
)
が
滅
び
て
か
ら
は
、

い
ζ

と
が
わ
か
る
。
馬
貿
易
と
い
う
典
型
的
に
支
配
階
級
の
需
要
に
依
存
し
た
貿
易
が
彼
ら
の
浪
落
と
と
も
に
衰
退
し
た
の
は
嘗
然
と
い
え
よ

う
。
た
だ
乙
の
間
デ
カ
ン
の
ム
ス
リ
ム
諸
圏
の
馬
に
劃
す
る
需
要
が
ど
う
饗
化
し
た
の
か
不
明
で
あ
る
。
又
、
あ
る
推
定
に
よ
れ
ば
一
六
世
紀

末
に
オ
ル
ム
ズ
か
ら
イ
ン
ド
へ
職
出
さ
れ
る
馬
の
数
は
年
間

一
、
五

O
O頭
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ヴ
ェ
ン
カ
タ
二
世
(
在
位
一
五
八
六
|

25ー

一
六
一
四
)

の
も
と
で
の
ヴ
ィ
ジ
ャ
ヤ
ナ
ガ
ル
王
園
の
一
時
的
復
興
と
何
か
関
係
が
あ
る
の
か
、

そ
れ
と
も
ゴ
ア
の
み
な
ら
ず
イ
ン
ド
全
域
へ

の
供
給
量
を
意
味
す
る
の
か
不
明
で
あ
る
。オ

ル
ム
ズ
で
の
馬
の
轍
出
貿
易
は
同
地
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
長
官
又
は
彼
か
ら
許
可
誼
を
興
え
ら
れ
た
者
た

ち
の
濁
占
特
権
と
さ
れ
、
彼
ら
が
そ
れ
か
ら
得
る
牧
盆
は
大
援
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。

い
つ
の
頃
か
ら
か
わ
か
ら
な
い
が
、

オ
ル
ム
ズ
H

ゴ
ア
航
路
以
外
の
馬
貿
易
K
闘
し
て
は
ほ
と
ん
ど
不
明
で
あ
る
が
ト
紅
海
方
面
と
イ
ン
ド
と
の
馬
貿
易
も
と
も
か
く
縫
績
さ
れ

て
い
に
凶
、
グ
ジ
ャ
ラ
l
ト
園
王
や
ム
ガ
ル
皇
帝
も
オ
ル
ム
ズ
経
由
で
職
入
し
川
。
も
っ
と
も
後
者
は
中
央
ア
ジ
ア
や
グ
ジ
ャ
ラ
l
ト
産
の
馬

に
よ
り
多
く
依
存
し
て
い
た
。
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四

綿

布

の

聡

出

ポ
ル
ト
ガ
ル
船
で
喜
草
峰
以
西
へ
輸
出
さ
れ
る
商
品
は
あ
く
ま
で
胡
淑
中
心
で
、
綿
布
の
轍
出
は
ま
だ
ご
く
限
ら
れ
て
い
た
が
、

キ
ャ
ラ
コ

の
ア
フ
リ
カ
西
海
岸
、

ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
稔
出
、

モ
ス
リ
ン
の
西
北
ア
フ
リ
カ
へ
の
輪
出
な
ど
聡
出
先
の
若
干
の
撤
大
が
見
A
Vれ
る
。
中
園
、
日

本
へ
の
轍
出
も
ど
く
限
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
メ
キ
シ
コ
へ
の
職
出
も
無
視
し
て
よ
い
程
で
あ
っ
た
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
香
料
諸
島
か
ら
の
征
子
・
肉
豆
楚
・
豆
悪
花
の
験
入
量
の
増
大
は
、
そ
の
封
債
と
し
て
の
イ
ン
ド
産
綿
布
の
聡
出
量
を
増

大
さ
せ
た
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

て

た六
よ世
う紀
で末
あま
る刷で
。lζ

は

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
シ
ン
ド
地
方
、

ベ
ン
ガ
ル
地
方
で
の
綿
布
職
出
貿
易
に
占
め
る
位
置
は
支
配
的
な
も
の
と
な
っ

コ
ロ
マ
ン
デ
ル
海
岸
か
ら
マ
ラ
ッ
カ
へ
の
職
出
も
多
く
彼
ら
に
よ
っ
て
管
ま
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

ヵ
紗
レ
ッ
テ
ィ
は
、
ボ
ル
ト
カ
ル
人
が
コ
ロ
マ
ン
デ
ル
地
方
か
ら
彪
大
な
量
の
綿
布
を
マ
ラ
ッ
カ
や
モ
ル
ッ
カ
諸
島
に
も
た
ら
す
、

い
引
。
後
に
オ
ラ
ン
ダ
人
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
方
面
へ
進
出
し
た
時
、
最
も
必
要
と
し
た
の
が
コ
ロ
マ

γ
デ
ル
産
綿
布
で
あ
っ
た
。

一
七
世
紀
初
頭

と
述
べ
て

26ー

グ
ジ
ャ
ラ
!
ト
人
は
マ
ラ
ッ
カ
に
か
わ
っ
て
急
速
に
護
展
し
て
き
た
ス
マ
ト
ラ
島
の
ア
チ
ェ
l
や
ジ
ャ
ワ
島
の
パ

γ
タ
ン
へ
進
出
し
た
。
ま

た
紅
海
方
面
へ
の
航
海
も
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
復
活
し
た
。

一
七
世
紀
初
頓
ア
デ
ン
に
代
っ
て
護
展
し
て
き
に
モ

カ
〈
FA
z
r
r
と
に
は
グ
ジ

ャ
ラ
l
ト
・
バ
ニ
ア
商
人
(
主
に
ジ
ャ
イ
ナ
教
徒
)
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
あ
り
、
嘗
時
ト
ン
数
で
は
乙
の
方
面
へ
の
全
船
舶
の
半
ば
近
く
が
グ

ジ
ャ
ラ
l
ト
船
で
あ
っ
た
と
と
か
ら
考
え
て
、
グ
ジ
ャ
ラ

1
ト
綿
布
、
が
大
量
に
職
出
さ
れ
た
乙
と
は
想
像
に
難
く
な
い
(
第
四
表
参
照
〉
。

ま
に
、
毎
年
二
、
三
回
キ
ャ
ン
ベ
イ
、
ス

ιフ
ト
か
ら
ゴ
ア
へ
来
る
各
々
三

O
Oな
い
し
四

O
O隻
の
ボ

l
ト
か
ら
な
る
船
圏
ハ
カ
l
フ
ィ
ラ

包
邑
向
〉
が
「
ゴ
ア
最
大
の
貿
易
」
と
言
わ
れ
た
乙
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
ゴ
ア
や
コ
ー
チ
ン
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
と
っ
て
も
グ
ジ
ャ
ラ

l
ト

と
の
貿
易
は
不
可
依
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
グ
ジ
ャ
ラ

l
ト
綿
布
は
ゴ
ア
や
コ
ー
チ
ン
か
ら
東
ア
フ
リ
カ
、

七
。
一
七
世
紀
初
頭
の

F
・
ピ
ラ

l
ル
の
あ
の
有
名
な
言
葉
|
|
「
(
グ
ジ
ャ
ラ
l
ト
の
〉
主
要
な
富
は
、

マ
ラ
ッ
カ
方
面
へ
も
職
出
さ
れ

主
に
絹
織
物
と
綿
布
か
ら
な
る
。
喜



哨
岬

望
峰
か
ら
中
固
ま
で
、
男
も
女
も
誰
も
が
頭
の
て
っ
ぺ
ん
か
ら
足
の
先
ま
で
そ
れ
を
身
に
纏
っ
て
い
向
」
|
|
は
、
誇
張
は
あ
る
が
、

グ
ジ
ャ

一フ

l
ト
綿
布
の
輪
出
範
圏
の
慶
さ
と
重
要
さ
が
一
六
世
紀
を
逼
じ
て
持
績
・
護
展
し
て
き
に
乙
と
を
物
語
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

五

米

の

職

出

一
六
世
紀
後
半
の
諸
史
料
で
は
、
米
の
み
な
ら
ず
小
委
・
雑
穀
・
砂
糖
な
ど
の
貿
易
の
記
述
に
お
い
て
エ
ス
タ

l
ド
・
ダ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
関

係
の
記
述
が
無
意
識
の
う
ち
に
中
心
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

米
貿
易
で
は
ま
ず
ゴ
ア
が
そ
の
一
大
轍
入
者
と
の
第
一
印
象
を
受
け
る
。
ゴ
ア
は
少
な
く
と
も
グ
ジ
ャ
ラ

l
ト
、
カ
ナ
ラ
地
方
の
パ
ス
ル
ー

ル
、
オ
リ
ッ
サ
の
ヒ
ジ
リ

l

(
目
』
己
目
)
、
ベ
ン
ガ
ル
の
サ

l
ト
ガ

l
オ
ン
、
チ
ッ
タ
ゴ
ン
、
後
に
は
フ

l
グ
リ
ー
か
ら
米
を
轍
入
し
て
い
引
。

ゴ
ア
市
の
人
口
だ
け
な
ら
消
費
量
も
限
ら
れ
て
お
り
、
ゴ
ア
か
ら
モ
ザ
ン
ビ

l
ク
や
オ
ル
ム
ズ
へ
再
轍
出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
列
。

し
か
し
、
賓
際
に
は
米
は
一
六
世
紀
初
頭
同
様
多
方
面
へ
向
け
て
職
出
さ
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
リ
ン
ス
ホ

l
テ
ン
は
グ
ジ
ャ
ラ

1
ト
や

噛
岬

ベ
ン
ガ
ル
か
ら
周
遁
諸
地
域
へ
の
職
出
を
一
般
的
な
形
で
は
あ
る
が
述
べ
て
い
訓
。
い
く
つ
か
の
断
片
的
な
例
を
あ
げ
よ
う
。

一
六
一
二
年
に

- 27ー

一
五
仇
一

年
に
は
東
海
岸
マ
ス
リ
パ
タ
ン
(
冨
2
長
官
Z
B
)
港
の
支
配
者
が
、
米
を
マ
ラ
ッ
カ
へ
、
走
る
乙
と
を
候
件
に
航
海
許
可
謹
を
獲
得
し
て
い
る
。

は
二
、
三

O
Oキ
ン
タ
ル
(
約
二

δ
ト
ン
)
の
米
を
積
載
し
た
カ
リ
カ
ッ
ト
の
船
(
一
四

0
ト
ン
)
が
モ
カ
沖
で
、
又
、

く
の
米
」
を
積
載
し
た
サ
ン
・
ト
メ
の
カ
ラ
ッ
ク
船
(
九
0
0ト
ソ
)
が
マ
ラ
ッ
カ
沖
で
、
そ
れ
ぞ
れ
英
艦
に
牟
捕
さ
れ
て
い
る
し
、

一
六

O
二
年
に
は
「
多

....... 
l' 

糟

貿

易

量

最
後
に
、

ま
ず
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
の
直
接
貿
易
の
開
始
と
持
績
。
胡
取
の
貿
易
量
か
ら
見
る
限
り
穂
貿
易
量
が
あ
ま
り
増
大
し
た
と
は
思
え
な
い
が
、

少
な
く
と
も
一
五
九

O
年
噴
ま
で
は
一
五
。
五
1

一
四
年
頃
の
水
準
を
ほ
ぼ
維
持
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

w
-
H
・
モ
ア
ラ
ン
ド
氏
は
一
六

一
六
世
紀
中
の
イ
ン
ド
の
封
外
海
上
貿
易
量
の
増
減
に
つ
い
て
あ
る
程
度
の
見
通
し
を
立
て
て
み
よ
う
。

199 



200 

世
紀
末
の
船
舶
総
ト
ン
数
を
載
貨
容
積
六
、

0
0
0ト
ン
と
計
算
し
て
い
る
。

胡
阪
貿
易
を
含
む
紅
海
方
面
と
の
貿
易
の
復
活。

W
-
H
・
モ
ア
ラ
ン
ド
氏
に
よ
る
推
定
一

寓
ト
ン
以
下
は
、
先
に
見
た
一
六
世
紀
初
頭
の

推
定
量
に
ほ
ぼ
等
し
い
。

オ
ル
ム
ズ
の
繁
祭
。

マ
ラ
ッ
カ
に
代
る
中
縫
港
と
し
て
の

ア
チ
ェ
l
、
バ
ン
タ
ン
で
の
交
易
量
の
増
大
。

以
上
の
増
大
な
い
し
初
期
の
水
準
維
持
の
欣
況
に
加
え
、

マ
ラ

ッ
カ

へ
の
稔
出
量
も
、

マ
ラ

ッ
カ
を
経
由
し
て
香
料
諸
島
、
中
園
、
日
本
等

マ
ラ
ヴ
カ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
司
令
官
の
匪
政
に
も
か
か
わ
ら
ず
決
し
て
減
少
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
引
。

W
-
H
・

判
岬

モ
ア
ラ
ン
ド
氏
は
一
七
、

0
0
0ト
ン
以
下
、
買
際
は
も
っ
と
少
な
い
と
推
定
し
て
い
る
が
、
少
な
く
と
も
先
の
一
六
世
紀
初
頭
の
推
定
量
、

へ
行
く
部
分
も
含
め
れ
ば

す
な
わ
ち
一

寓
ト
ン
以
下
を
凌
駕
す
る
ぐ
ら
い
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
極
く
大
雑
把
に
言
っ
て
、

一
六
世
紀
中
に
イ
ン
ド
の
封
外
穂
貿
易
量
は
増
大
し
た
と
結
論
で
き
よ
う
。

お‘

わ

り

lζ 

- 28ー

第
二
早
で
は
、
各
種
貿
易
品
の
重
要
性
を
量
的
に
示
そ
う
と
試
み
、
不
十
分
な
が
ら
、
た
と
え
ば
胡
椴
貿
易
が
イ
ン
ド
の
胡
淑
生
産
者
に
も

た
ら
す
牧
入
が
、
南
イ
ン
ド
の
諸
王
侯
が
オ
ル
ム
ズ
方
面
か
ら
の
馬
の
購
入
に
支
梯
う
代
債
よ
り
か
な
り
少
な
か
っ
た
乙
と
な
ど
を
示
し
た
。

一
六
世
紀
中
に
お
け
る
貿
易
量
の
増
大
を
結
論
づ
け
に
が
、
最
後
に
増
大
の
要
因
を
考
え
て
本
論
の
む
す
び
に
か
え
よ
う
。

第
二
章
で
は
、

ま
ず
第
一
に
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
交
易
活
動
を
あ
げ
る
乙
と
が
出
来
る
。
し
か
し
、

ζ

の
と
と
は
彼
ら
の
貿
易
濁
占

・
統
制
政
策
を
肯
定
す
る

そ
の
政
策
が
破
綻

・
饗
質
し
て
行
く
過
程
乙
そ
、
全
ヨ
ー
ロ

ッ
パ

の
胡
板
職
入
量
の
増
大
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
り

乙

の

も
の
で
は
な
く
、

破
綻
・

饗
質
の
背
景
に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
本
園
の
も
つ
園
力
の
限
界
が
あ
る
と
同
時
に
、
密
貿
易
、
贈
賄
、
貿
易
許
可
誼
の
買
牧
な
ど
何
ら
か
の

方
法
で
自
ら
の
貿
易
活
動
を
維
持
・
旗
大
し
て
き
に
イ
ン
ド
人
は
じ
め
ア
ジ
ア
商
人
の
活
動
が
あ
っ
た
ζ

と
を
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
も
し
ポ

ル
ト
ガ
ル
人
に
よ
る
貿
易
統
制
が
全
く
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
貿
易
活
動
は
全
鐙
と
し
て
さ
ら
に
活
護
な
も
の
に
な
っ

て
い
た
で
あ
ろ
う
。

ζ 

れ



が
第
二
。
そ
し
て
第
三
に
、

ζ

れ
ら
の
海
上
貿
易
の
護
展
も
、
馬
や
胡
淑
の
貿
易
の
例
に
若
干
う
か
が
わ
れ
た
ど
と
く
、
闘
係
各
園
の
圏
内
経

済
お
よ
び
政
治
情
勢
の
護
展
と
密
接
な
開
係
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

き
て
、
す
で
に
燭
れ
た
よ
う
に
、
乙
の
貿
易
量
の
増
大
に
見
合
う
商
業
利
潤
が
全
て
イ
ン
ド
商
人
の
手
中
に
蹄
し
た
の
で
は
な
く
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
の
統
制
政
策
が
す
で
に
饗
質
ぞ
来
た
し
て
い
た

一
六
世
紀
末
に
お
い
て
も
、
そ
の
か
な
り
の
部
分
は
関
税
、
許
可
料
、
賄
賂
等
々
の
形
で

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
手
中
に
牧
ま
り
、
そ
の
内
の
一
部
分
は
イ
ン
ド
圏
外
へ
流
出
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
紹
封
主
義
段
階
の
ボ
ル
ト
ガ

ル
の
持
つ
経
済
的
軍
事
的
限
界
性
と
イ
ン
ド
社
舎
の
か
な
り
の
護
展
度
を
反
映
し
て
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
人
に
よ
る
搾
取
の
形
態
や
程
度
に
も
限
界

が
あ
り
、
イ
ン
ド
は
同
時
代
の
新
大
陸
の
よ
う
な
朕
態
に
も
、
ま
た
英
領
時
代
の
よ
う
な
朕
態
に
も
陥
ら
な
く
て
す
ん

rも
の
と
思
わ
れ
る
。

乙
の
よ
う
な
見
通
し
を
具
睦
的
に
誼
明
し
て
い
く
た
め
に
は
、
本
稿
で
は
殆
ん
ど
言
及
す
る
ζ

と
の
で
き
な
か
っ
た
嘗
該
時
代
の
貿

な
お
、

易
の
質
の
問
題
、
す
な
わ
ち
、
貿
易
の
捨
い
手
た
る
商
人
の
組
織
、
商
業
慣
行
、
圏
内
経
済
と
の
関
係
、
園
家
の
貿
易
政
策
等
に
つ
い
て
検
討

乙
れ
ら
に
つ
い
て
は
今
後
の
研
究
課
題

- 29一

と
し
た
い
。

ま
た
貿
易
活
動
の
影
響
に
つ
い
て
も
地
域
別
に
追
求
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、

す
る
必
要
が
あ
り
、

，201 

註ω
嘗
時
の
情
況
に
閥
し
て
は
、
生
田
滋

「
大
航
海
時
代
の
東
ア
ジ
ア
」

(
榎
一
雄
編
『
西
欧
文
明
と
東
ア
ジ
ア
』
、
東
西
文
明
の
交
流
5、

卒
凡

祉
、
昭
和
四
六
年
)
を
参
照
。

ω
ト
メ
・
ピ
レ
ス
『
東
方
諸
闘
記
』
(
生
田
滋
・
池
上
苓
夫

・加
藤
栄
一

・

長
岡
新
治
郎
謬
注
、
大
航
海
時
代
叢
書
V
、
岩
波
書
広
、
一
九
六
六
年
、

以
下
ピ
レ
ス
と
略
記
〉
を
参
照
。
円
同
・
〉
・。。吋芯
ω
凶
O
(
向
、
除
町
、
・
)
・
吋
』
町
内

句
程
遠
向
。
ミ
品
輸
骨
内
向
~
ロ
¥
叫
d
b
S
弘
、札、
間的

ミ
ミ
H
F
句
切
ロ
ロ
t
f
q
¥
吋
『
白
詰
町
民
的
門
口

』
耐
え
コ
h民
帽
子

F
S
E
P
E
P
N
〈

o
r
-
-
(
者
。
円
r
F
a
s
t
R
F
O

}
向
井
一
ロ
ヱ
ω
o
n
-
o
q
F
r
F
1
3
E
M
巧

5
〕
・
ω
2
0
Z
F
H
H
O
p
s
-

由
。
)

u

(

白
r
r
5
4
u
g
n
Z
印
、
マ
向
的
)
・
豆
-
F
・
0
2
5
印
公
『
・
γ
同
A
p
h
切
b
b静

也

¥
U
R
h
H
喝
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時
間
切
h
H
司
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~
v
q
M
R
H
・
入
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古
h
町
内
ロ
ミ
札
口
¥
H
p
h
n
b
R
唱
え
ミ
s
b
b
w
、
丸
町
下

凡
詰
h
q
詰
ミ
ミ
同
誼
h
同
九
R
N
話
。
門
会
凶
器
白
芯
弘
之
H
h
な
、
同
誌
骨
白
~
に
た
N
芯
同
師
一
.
臣
、
可
凡
同
時
同
誌

~
v
-
b
R
S
、
同
町
切
S
、
~
v
b
h
h
H
S
悼
丸
町
色
遣
も
な
な
h
出
品
目
v
s
h
H
H
p
h
H
E
H
『
~
~
山
』
匂

k
p
u
-
-
F
O
E
S
-
S
H
∞i
N
Y
N
S
F
-
(巧

5
・
ω
2
0
E
ω
耳
目
2
・

A
品

L
U
)
(
m
r
r
z
i
S
E
E
N
W
白
る
ご
ろ
・
以
下
、
主
要
地
名
は
慣
用

的
な
表
記
法
な
い
し
現
代
の
呼
稼
に
銭
り
、
比
定
の
困
難
な
地
名
な
ど
は

上
記
の
警
の
表
記
法
に
従
っ
た
。

ω
門町・巧

-z・7
向
O
B
E
E
-
E
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白
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ご
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ミ
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八
、
一
六
三
七
四

O
年
頃
一
封
一
二
J
一
三
で
あ
っ
た
が
(
小
葉
田
淳

ご
六
・
一
七
世
紀
に
お
け
る
極
東
の
銀
の
流
通
」
参
照
〉
、
北
イ
ン
ド

で
の
金
貨
と
銀
貨
の
交
換
比
率
は
、
二
ハ
世
紀
末
一
針
九
・
五
(
純
分
比
僚

は
一
封
一

O
程
度
)
、
一
六
四

0
年
代
に
は
一
劃
一
三

J
一
四
と
な
っ
て
お

り
、
依
然
中
閣
の
方
が
銀
の
針
金
比
債
が
高
い
が
、
雨
地
と
も
、
同
程
度

の
下
落
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
日
本
銀
の
大
量
流
入
を
み
た

中
園
と
、
主
に
新
大
陸
の
銀
の
流
入
を
み
た
イ
ン
ド
と
で
は
下
落
の
原
因

は
異
な
っ
て
い
る
の
で
は
あ
る
が
。
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・
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〉
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〉
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E
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a
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a
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m
N・
2
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p
g
aー
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ω-AE--E・
3
・
$
1
8・
二
ハ
世
紀
後
宇
の
諸
史
料
に
パ

ト
カ
ル
の

名
を
見
出
す
と
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
例
外
的
な
の
は
、
一
五
六
五
年
に

八
隻
、
六
六
年
に
は
少
な
く
と
も
三
隻
の
船
が
胡
淑
を
ジ

ッ
ダ
港
へ
搬
入

し
て
い
る
乙
と
で
あ
る
(
匂
・
。
-Fω
ロ
ク
ミ
7

父
子
司
・
印
ω)。

剛
男
・

ω
-
t
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r
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o
Sデ
色
、
・

2
T
司
-
H
S・
な
お
切
白
可
申

S
F
F
司
・
ミ
∞

の
同
N
R
E
M
-
o
謬
の
付
加
部
分
に
は
、
砂
田
時
馬
の
閥
税
総
牧
盆
が
四
寓
タ

カ
ト

(
H
H
F
ル
サ
ド
)
と
あ
り
、
嘗
時
の
馬
一
頭
の
側
税
額
四

O
ク
ル
サ

ド
か
ら
見
て
、
年
間
約
一
千
頭
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、
乙
れ

を
後
代
の
事
柄
に
闘
す
る
記
述
と
豆
・
円
、
.
U
E
S
M
は
み
て
い
る
。

川
同
り
・
。

-
u
g
g円
♂
同
，
P
問
、
色
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町
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h
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同
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u
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目
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UAH.

〈
0

?

?

司・

ω∞
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川
最
盛
期
に
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一
一
一

J
一
五
高
ダ
カ
ト
〈
H
H
四
四

J
五
六
蔵
ル
ピ
l
、
注
仰

参
照
)
の
馬
関
税
牧
入
が
あ
っ
た
と
い
う
(
河
・

ω042wz・
口
、
・
円
礼
子
・

MM・
8
N〉
。
こ
れ
は
初
期
の
そ
れ
の
三

J
四
倍
に
相
賞
す
る
。

ゴ
ア
で
の

一
頭
嘗
り
馬
関
税
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
よ
る
占
領
以
前
に
は
、
入
国
の
た
め

に
四

O
パ
ル
ダ
オ
、
関
税
の
形
で
二
パ
ル
ダ
オ
(
ピ
レ
ス
、
一
四

O
頁
注

帥
参
照
)
で
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ポ
ル
ト
ガ
ル
時
代
初
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に
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ド
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-THU・
ロ
∞
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、
一
五
六
七
年
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四
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オ
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ミ
号
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忌

-MU-NHN)

と
そ
の
頃
ま
で
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ぼ
一
定
し
て
い
た
と
思
わ
れ
、
従
っ
て
、
総
関
税
牧
入

の
檎
大
は
輪
入
馬
数
の
増
大
を
示
す
で
あ
ろ
う
。
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。
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デ
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ッ
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三
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ィ
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ャ
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れ
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d
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ク
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ル
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The Structure of India゛ｓOverseas Trade during

　　　　　　　　　

the Sixteenth Century

―Especially on the Volumes of Her Trades in Some

　　　　　　　　　　　

Important Articles―

Hiｒｏｍｕ Ｎａｓａｓhiｍａ

　　

The Indian Ocean of the 16th century witnessed the advance of the

Portuguese power, the rise of the Mughal Empire and the Safavid Dynasty,

and the zenith of the Ottoman Empire's prosperity. How was India's

overseas trade in the century affected by these events？　In this paper,

the author ｅχaminesthe changes in its pattern and, especially,the volumes

of her trades in some important articlessuch as cotton goods, pepper, rice,

horse and silver｡

　　

India's per capita ｅχportsof cotton goods in those days must have

ｅχceededthose of today. South Indian kings spent more money for the

annual import of　Arabian and　Persian horses than　what the Indian

merchants on the Malabar Coast earned in sellingall the pepper produced

there.

　

Again, the annual ｅχports(in weight) of rice from Negapatam

on the Coromandel Coast alone were　about three times larger than the

annual output of Malabar pepper at the beginning of the century. The

annual silver　importsof India from ぺA^est　Asiaperhaps　exceeded those

from Portugal at the end of the century. The latter,on the other hand,

must not have been surpassed by the annual silverｅχportsof the British

East India Company to Asia during the firsthalf of the 17th century｡

　　

The total volume of India'soverseas trade must have increased during

the 16th century, which may be inferred from her increasing　trade

with Malacca and the Red Sea zone. The Portuguese trading activities

undoubtedly contributed to this increase. It was, however, the growing

demand for Indian goods in Asian countries and the trading ativitiesof

Indian and other Asian merchants who cleared the barriers set up by the

Portuguese that greatly contributed to thisincrease.
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